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が
あ
る
の
で
あ
る
。
米
国
 

 
 

め
る
の
は
、
こ
う
し
た
失
望
感
に
 ょ
 る
の
で
あ
ろ
 

 
 

定
は
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
比
較
宗
教
学
と
い
っ
 

 
 

な
く
、
哲
学
や
社
会
科
学
の
出
身
者
で
、
宗
教
 

せ
る
と
こ
ろ
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
 



 
 

 
 

学
者
は
多
面
的
な
性
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
 

 
 

、
近
頃
少
し
ず
 つ
 宗
教
学
者
の
実
地
研
究
が
行
わ
れ
 る
 

 
 

リ
ヵ
 に
赴
く
日
も
遠
か
ら
ず
来
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
 

米
 

 
 

 
 

 
 

を
 二
流
 規
 す
る
傾
向
が
抜
 け
 切
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
 

よ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
 
，
 

ろ
 う
 。
 

宗
教
学
に
比
す
る
も
の
 

ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
 フ
 

よ
 う
 に
な
っ
た
。
宗
教
 

国
人
の
学
者
は
 ョ
 一
口
 

世
界
の
文
明
の
最
高
塁
 

ほ
ど
東
洋
の
好
き
な
 学
 

こ
の
点
、
単
純
な
く
ら
 

あ
る
と
い
い
得
る
で
あ
 

  

 
 

 
 

か
も
知
れ
な
い
。
 

 
 

 
 

取
り
上
げ
ら
れ
易
い
の
 

 
 

 
 

宗
教
学
と
称
し
て
も
、
 
そ
瑚
 
 
 

  

 
 

 
 

「
宗
教
科
学
的
」
（
（
 
S
.
 
 Ⅱ
 



  

  
      

米国宗教学の 展望 

 
 

 
 

学
 は
み
不
教
官
 舷
 w
m
p
o
 

コ
 ）
 

 
 

 
 

わ
れ
る
。
こ
の
点
に
っ
 

 
 

 
 

ま
た
印
度
教
を
仏
教
の
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
 

 
 

 
 

の
 実
証
的
研
究
が
進
む
 

 
 

 
 

大
学
の
イ
ス
ラ
ム
研
究
 

 
 

 
 

効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

お
 け
る
イ
 ソ
 ド
教
 研
究
 

 
 

 
 

い
ま
で
も
、
「
宗
教
的
 し
 

 
 

 
 

が
 イ
ソ
 ド
教
 研
究
か
ら
 

 
 

 
 

て
な
さ
れ
る
こ
と
が
 望
 
 
 

ま
し
い
の
で
あ
る
。
 

(
 
臥
沖
 

蝸
 

 
 

人
 か
の
も
の
が
 ｜
｜
 

 
 

不
教
学
者
の
よ
う
に
、
 

 
 

の
 学
者
の
よ
う
に
、
 
他
 

 
 

い
 う
 態
度
は
、
た
と
え
 

進
歩
の
た
め
に
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
 

同
僚
の
間
で
も
、
教
授
と
学
生
 

個
人
的
に
多
く
の
学
問
的
素
養
 

人
の
学
説
を
遠
慮
し
な
が
ら
 批
 

一
時
的
に
は
感
情
を
生
口
す
る
こ
 

の
間
で
も
１
１
共
同
研
究
 

に
恵
ま
れ
て
い
な
い
人
々
 

評
す
る
の
で
な
く
、
お
 互
 

と
が
あ
っ
て
も
、
学
問
 の
 



 
 

 
 

で
も
な
い
が
、
そ
れ
 

 
 

 
 

係
 で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
 

 
 

。
各
地
の
大
学
・
研
究
所
の
定
期
発
表
 

 
 

必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
宗
教
 

 
 

注
目
の
は
昔
の
面
影
も
失
わ
れ
て
し
ま
い
 

 
 

e
a
 監
オ
 四
打
 円
 
0
 ロ
 と
い
う
雑
誌
は
 、
カ
 

 
 

れ
ど
も
、
専
門
的
な
学
術
雑
誌
で
は
な
い
 

 
 

巴
の
 。
 
住
史
 
ド
ニ
 下
 0
 ど
や
）
 o
E
 

ョ
田
 

0
 （
 

 
 

す
 性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
 

  
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
学
者
個
人
 

学
の
専
門
的
な
学
術
雑
誌
で
あ
ろ
う
。
 

、
 の
 す
ざ
 曲
の
 
0
 
 
の
 
目
 。
 目
 Ⅰ
下
血
ト
ハ
み
オ
 

田
よ
 W
p
o
 

臣
 

レ
ッ
ジ
の
教
師
の
間
に
広
く
読
ま
れ
 

な
る
ほ
ど
、
宗
教
学
に
間
接
的
に
関
 

レ
の
 
w
p
 
コ
の
 %
 ま
の
の
に
も
現
わ
れ
て
い
る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
 

 
 

 
 

然
 
的
に
著
名
な
学
者
、
 

 
 

 
 

ハ
が
 

置
か
れ
て
 

い
 
て
 
、
そ
 

 
 

 
 

る
 
。
こ
の
こ
と
は
各
大
 

 
 

 
 

研
究
機
関
が
生
ま
れ
た
 

ら
の
学
者
も
短
期
間
招
く
こ
と
も
望
ま
れ
る
。
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米国宗教学の 展望 

    だ 渡 
こととことと げ 期 

目 い の 
0 % 

示教 

学 
界 
の 

展 
望 
を 
す 
る 
Ⅴ フ p し 
あ 
ナ， Ⅰ 

り、 

同 
じ 
@ 

過 
渡 

  期 
ゲプ し 

あ 
る 

東 
洋 
の   

  
示教 

学 
の ㌧ 」 の 
0  ヰヰ ） Ⅰ今 j 参 発 
旨目 の ・ 鴇 展 

刃 ヨ 
を 

り臣 eli 祈 
る 

ⅠⅠヰ中 o  ト コ " コ ⅠⅠ " の 

億字 
は 

ⅠⅠ @  ""'"" """'"" 

ひ 

ゴずプ の Ⅰ です 0 の 0 と 

  @ 

Ⅰ 7 (369) 

 
 

 
 

携
 と
い
う
こ
と
で
あ
 

 
 

 
 

の
 教
学
と
で
も
い
 う
べ
 

 
 

 
 

か
し
、
日
本
の
姉
崎
博
 

 
 

 
 

だ
し
、
東
洋
の
宗
教
学
 

 
 

 
 

よ
う
 と
す
る
傾
向
が
な
 

 
 

 
 

く
 、
東
洋
の
宗
教
学
も
 

 
 

 
 

ョ
一
 ロ
ッ
パ
 と
 米
国
と
 

 
 

 
 

て
 真
の
 

n
o
o
 

っ
の
 
r
a
 
（
 
ぎ
の
 

ぃ
口
 
p
E
 
ロ
 
（
せ
の
実
を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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  ず Ⅰ 
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ヰア 

  
    さ 悪 

      
吋ト 田め     
つコ   

  
    
  ・ め 0 ト   
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序
 

 
 

 
 

ま
っ
た
と
見
て
よ
い
 

 
 

 
 

に
は
 生
産
神
と
し
て
 全
 

 
 

 
 

他
方
修
験
道
に
よ
る
 
習
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

修
せ
ら
れ
、
東
大
寺
 

 
 

 
 

た
 点
な
ど
、
こ
の
神
が
 

 
 

 
 

た
い
と
思
 う
 。
八
幡
神
の
石
 

 
 

 
 

に
 生
れ
る
本
地
の
決
定
等
、
 

 
 

を
 別
に
し
た
い
。
 

 
 

 
 

、
現
今
千
万
の
神
社
の
内
 
三
 

 
 

 
 

何
の
神
で
あ
っ
た
の
か
不
明
 

 
 

 
 

口
 

竹
 

園
 

賢
 

了
 

19  (871) 



 
 

 
 

立
者
の
口
を
通
し
て
 神
 

 
 

 
 

間
の
心
理
や
集
団
の
生
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

に
 達
し
た
 巫
 者
の
言
葉
は
即
ち
神
の
言
 

地
 直
一
博
士
も
八
幡
信
仰
は
原
始
 

、
一
種
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
 

、
 神
と
集
団
員
と
が
 結
 

（
 
I
 
0
 ノ
 

 
 

 
 

れ
て
宇
佐
 

 
 

 
 

わ
れ
て
 ぃ
 

 
 

 
 

小
山
田
社
 

 
 

 
 

祀
っ
た
の
 

 
 

 
 

わ
れ
、
 

  

八
幡
宮
と
な
 

た
が
、
そ
の
 

で
あ
り
、
遂
 

で
あ
る
。
 

事
あ
る
 毎
 

白
 
5
 ）
 

 
 

 
 

ほ
 つ
い
て
も
こ
れ
を
 古
 

円
 
8
 ）
 

円
 
7
 ）
 

Ⅰ
 
6
 ）
 

 
 

 
 

代
の
巫
女
神
人
集
団
の
活
 

目
 
9
 ）
 

 
 

 
 

神
は
古
く
か
ら
宇
佐
 地
 

（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

 
 

 
 

或
る
句
か
ら
朝
鮮
の
神
 

（
 
3
 Ⅰ
 

 
 

 
 

補
 説
を
原
初
の
八
幡
神
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
 
、
こ
の
神
の
由
来
を
㈱
 



八幡神と 仏教 合
 
習
 
の
 
 
 

 
 

 
 

近
 に
大
殿
堂
が
建
て
 

 
 

 
 

発
展
し
た
。
貴
族
も
競
 c
3
 

旭
 

 
 

 
 

儀
礼
が
神
前
で
も
行
わ
ぬ
 

一
八
幡
神
の
神
宮
寺
 

  

  態 （ に ）Ⅰ ム 0 （ ） 9 （ ） 8  （ ） 7 （ ） 6 （ ） 5 （ ） 4 （ ） 3 （ ） ウ 4 （ ） 1 たの 附加 的に 神主 

 
 

 
 

殿
を
建
て
た
 

 
 

 
 

0
 代
表
者
が
 

 
 

 
 

た
 仏
教
の
思
 

 
 

 
 

す
る
こ
と
に
 

で
あ
る
。
 

境
野
 黄
洋
 博
士
、
八
幡
菩
薩
（
東
洋
哲
学
二
 
セ
編
 ）
 

肥
後
和
男
博
士
、
八
幡
神
に
つ
い
て
（
日
本
神
話
研
究
六
）
 

 
 

一
 
仮
設
（
現
代
仏
教
五
四
号
）
 

宮
地
直
一
博
士
、
八
幡
宮
の
研
究
 一
セ
頁
 

栗
田
寛
博
士
、
八
幡
の
神
の
考
（
英
里
先
生
雑
著
 
巻
 一
）
 

 
 

 
 

柱
根
源
 記
 ）
 等
 

宮
地
博
士
、
前
記
八
八
１
元
 
0
 頁
 

 
 

 
 

柳
田
国
男
氏
、
玉
依
姫
 者
 （
妹
の
力
六
五
 
｜
一
 0
 六
頁
）
 

 
 

道
に
 於
け
る
 巫
 な
の
位
置
（
日
本
巫
女
史
、
第
一
篇
第
一
章
）
 
参
照
 

  



        

造
 が
こ
の
新
宗
教
を
 
3
 げ
入
れ
な
い
筈
は
な
か
っ
た
。
 

 
 

っ
て
い
た
た
め
に
、
 
申
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
て
は
続
紀
三
、
大
 

圭
 三
年
九
月
 廿
 五
日
の
条
に
 

施
 ・
 
@
 浅
薄
豊
前
回
 野
 四
十
 灯
 -
 
褒
 二
 
%
 術
也
 、
 

と
あ
り
、
ま
た
同
八
、
養
老
五
年
六
月
二
日
の
詔
に
 

 
 

 
 

，
宇
佐
 
君
姓
 （
 

 
 

 
 

れ
て
、
 田
 四
十
灯
 る
賜
 

 
 

 
 

廷
 に
ま
で
そ
の
名
を
知
 

 
 

 
 

と
の
関
係
も
与
っ
て
 
力
 

 
 

 
 

て
い
る
。
例
え
ば
彦
山
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
 

 
 

 
 

国
東
半
島
の
六
細
山
を
 

 
 

 
 

満
 等
と
共
に
修
行
し
て
 

（
 
Ⅰ
）
 

l
 

 
 

 
 

網
 に
建
て
た
漢
鏡
手
筆
 
も
 

 
 

 
 

奈
良
朝
初
期
か
ら
太
宰
 

 
 

 
 

見
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
が
 

 
 

 
 

て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
 (374)  22 



八幡神と仏教との 習合   

の と   
ぅ こ か を ら も っ 併 し の 満 に 遂行 も 神 た 氏     
年 て でた こ 。 にが年い 

  
    

  

建 り る 
立 は と 

  
の 

ら 拡 奉 と 

神   

23  ㏄ 75) 



  

(376) 

 
 

羊
一
二
八
、
九
号
）
 

 
 

ゆ
 世
一
の
Ⅰ
 

ハ
 ）
 

 
 

 
 

の
 処
に
建
て
た
と
 

 
 

 
 

て
ら
れ
て
い
た
 

（
 
4
 ）
続
紀
 四
 、
（
 
5
 ）
、
同
九
、
（
 
6
 ）
、
同
一
四
 

 
 
 
 

一
八
号
）
 

 
 

 
 

三
重
塔
を
建
て
て
、
 

神
 

 
 

 
 

建
立
を
記
録
す
る
こ
と
 

 
 

神
宮
寺
を
、
 

報
 養
の
意
で
拡
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ら
な
い
。
 

 
 

 
 

っ
 
た
の
で
あ
る
。
 

八
 

 
 

 
 

は
 大
仏
建
立
以
後
で
あ
 

 
 

 
 

我
様
式
を
取
り
入
れ
た
 

 
 

が
 そ
 う
 さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
 

    

 
 

 
 

明
か
ら
神
宮
寺
が
あ
っ
た
 
田
 



  

八幡神と仏教との 習合 

  

二
八
幡
放
生
ム
万
 

 
 

 
 

に
こ
こ
で
放
生
会
の
 

 
 

 
 

他
の
八
幡
宮
に
 掩
 い
て
 

 
 

 
 

こ
の
宮
で
放
生
会
が
 
催
 

さ
れ
る
よ
さ
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

生
 の
 法
 と
な
ら
ね
ば
 

 
 

 
 

が
 父
母
を
殺
し
、
ま
た
 

 
 

 
 

便
 救
護
し
て
そ
の
苦
難
 

 
 

 
 

若
子
 品
に
、
 
仏
が
往
昔
 流
 

 
 

 
 

第
三
に
、
往
昔
 仏
が
大
 

 
 

 
 

も
の
で
あ
る
。
中
国
で
 

 
 

 
 

撫
さ
 業
と
す
る
を
悲
し
 

 
 

 
 

唐
 の
南
宗
は
乾
元
二
年
 

 
 

 
 

五
月
五
日
、
聖
徳
太
子
 

 
 

子
伝
暦
 上
に
 

 
 

 
 

殺
生
、
外
典
之
 
仁
也
 、
 

 
 

 
 

自
レ
 
合
目
 後
為
二
 
太
子
 -
 

断
レ
之
 

25  (3 打 ) 



  

に ま と た 生 を 九 と 
欝 嘉義荒聖ニ % 彊 悪露 こ 充たを神を置目 あ 

  

高年 宕ぢ尋隻芝 て % 歪緯 三 % 毛蚕 奄黙 七仏   
坐礼 9 席祭司 っ 皇のし放や姉 % 

  

な は し の 清 レ 儀 の 行   
い な て 散水 此礼 も の 聖 

  ま 段 歩 十 

  

く 373)  26 



 
 

  

八幡神と仏教との 習合 

註
 
（
 
1
 ）
石
清
水
放
生
会
 記
 、
鶴
岡
放
生
会
歌
会
参
照
 

（
 
2
 ）
大
正
蔵
経
二
四
巻
、
一
四
八
四
 

 
 

品
 、
奈
良
朝
で
は
こ
の
方
が
話
ま
れ
た
）
 

（
 
4
 ）
同
三
巻
、
一
五
二
 

  

 
 

 
 

仏
僧
が
神
前
で
儀
礼
 

 
 

 
 

し
て
堪
え
ら
れ
ぬ
も
の
 

 
 

 
 

魚
鳥
を
神
に
供
え
る
こ
 

 
 

 
 

戒
律
と
こ
の
習
慣
と
の
 

 
 

 
 

な
 行
っ
て
 、
 心
の
痛
み
 

 
 

 
 

戒
に
基
 く
の
で
あ
る
 げ
 

 
 

 
 

宇
佐
八
幡
 社
 で
は
こ
の
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
尤
も
後
に
 

 
 

 
 

る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
 

 
 

金
光
明
経
ま
た
は
最
勝
王
経
が
 
よ
 ま
れ
て
い
た
。
 

 
 

 
 

障
を
消
滅
せ
し
め
よ
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
、
 
と
讃
，
ぇ
、
日
 

 
 

 
 

は
 放
生
の
思
想
を
誤
解
 

 
 

 
 

も
つ
こ
と
を
強
調
す
る
 

 
 

は
 思
わ
れ
な
い
。
 

27  ( 繍 9) 



     
 

当 
重 
ん 
じ 

ら 
れ 
て 
い 

なげ 

れ 
， Ⅴ 七ま ニ 

な 
ら 
な 
か 
  

ナ， Ⅰ 

古 
典 
ケア し 

神 
名 

た 鎮 と あ 
さ か 守 を っ 八   
幡 神 幡 と   こ が 
神 仏 宮 し の 大 
が 習 が た 一 仏 
  大 会 造 も 仲 達 
仏 を 営 の は 立 
建 著 せ で 八 を 二 
立 し ら あ 幡 援 一 

  

申 た 院 、 る い 寺       
  。 建 企 の 上 立 

廷   診ら 先例から 切 もの に よ 
相 を で っ し 

  5 上 ） ）， ⅠⅠⅠⅠⅠユ・ ）月 ， 6 ） 5 ） 4 ） 上 3 ） 工 2 ） ・ ユ エ ） ヰュ 0 ） 9 ） 8 ） 7 ） 6 

丸子 

新一外       
全 

英一     
計一 二冊 
セ 巻、 

頁   
O   
頁 

っ は て い 

  
さ た 的 あ ら ぼ り 
に げ 中   

後 れ 央 ま 
に ど に た 
憎 も 進 神 
形 そ 出 仏 
八 の し 習 
幡 結 て 合 
像 果 、 の 
が に そ 上 
造 船 の で 
ら い 勢 も 
れ て 九 割 
ろ は を 期 
端 、 拡 的 
緒 東大 な 
と 大 す 事 
な 手 6 件 
っ に こ で 
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八幡神と仏教との 習合  
 

 
 

こ
と
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
 

 
 

 
 

達
 が
太
宰
府
に
あ
っ
た
 

 
 

 
 

の
 努
力
や
そ
の
神
を
奉
 

 
 

 
 

大
き
な
影
響
を
与
え
た
 

 
 

 
 

社
は
官
幣
を
受
け
て
 ぃ
 

 
 

 
 

午
 八
月
の
夢
 去
 ま
で
 兼
 

 
 

躍
進
の
素
地
を
固
め
た
の
で
あ
る
。
 

み
 れ
 

 
 

 
 

、
筑
紫
の
住
吉
 社
 、
 

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 

筑
紫
で
謀
反
し
た
藤
原
 

（
 
4
 ）
 

円
 
3
 ）
 

 
 

 
 

同
十
七
年
九
月
二
十
日
 

（
 
ニ
リ
 

）
 

 
 

 
 

ら
 重
ん
じ
ら
れ
る
 よ
う
 

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

9
 度
い
と
考
え
て
、
 

（
 
6
 ）
 

 
 

 
 

拾
 い
て
容
易
な
こ
と
で
 

 
 

 
 

ば
 到
底
完
成
の
見
込
み
 

 
 

 
 

こ
と
で
あ
っ
た
。
橋
詰
 

（
 
今
ソ
 

）
 

 
 

 
 

あ
っ
た
。
已
に
伊
勢
に
 

 
 

 
 

」
の
こ
と
は
正
史
に
記
録
 

 
 

 
 

儀
礼
が
好
ま
れ
て
い
な
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ぅ肯 しか   
大 と の 翌 た べ 女 に っ 力 国 宣 夫 を は る そ と 

  
節 の 想 
も 地棟 

懇 て を 一 " 如 神 だ 蒙 っ " 口 砥 出 を あ 方 さ 
田 こ 幾年 こ 何 社 曽 の た 杜 に 
を の 内 二 の に 丈 て 総   

、 の か 

ょ あ ら 
ぅ る く 
に か は 

の レ 
朝 廷 らこ " の 

播 仰 る 

（ の 援た 

御 た の の   原 を で 
@ 氏 得 あ 

な る る 
奉侍 奉 を 

て で 宇 

  つ 見 つ   の た ら た 
功 補 ら 非 ど あ っ 逐 っ 遂 が 時 の れ こ 

    
拘 ろ 首 関 
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八話神と仏教 

ほ の い 
於 漁 し 
い 代 め 

  
神 の 原 
に 何 宮 
仏 か で 
教 ・を は 
儀奉僧 
申し じ 日日 
さ て 十 
捧 い人 
げ た に 
て に 七 
お 連 日 

間悔 り、しえ、よ 
合 い 過 
度 か せ     
大 に は 
仏 対   
を し 明 
拝 て ら 
す 仏 か 
る 教 に 
た 儀仏 
め 礼 に 
で を 対 
あ 挿 す 
つ げ ろ 
た た 態 
か の 度 

  
こ ろ っ 

のがた ょ、 。 
う こ 禰 
な の 宜 
  儀 こ や 
礼 と 神 
を は 主 
捧 已 は 
げ に 八 
た 手 幡 
と 佐 神 
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せ
し
め
た
（
 

，
 
9
 
Ⅰ
 
O
 
）
 

 
 

 
 

生
を
禁
じ
、
従
者
に
酒
肉
を
用
 

 
 

 
 

 
 

っ
て
一
層
朝
廷
の
崇
敬
 

 
 

 
 

入
京
と
い
う
の
で
、
 そ
 

 
 

 
 

神
使
と
定
め
、
路
次
の
 

 
 

 
 

供
給
に
は
酒
、
宍
を
用
 

 
 

 
 

、
舎
人
各
二
十
人
を
出
 

 
 

 
 

こ
ュ
 を
神
宮
と
し
、
 こ
 

 
 

、
こ
の
賜
姓
に
よ
っ
て
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

 
 

、
八
幡
大
神
が
京
に
 

 
 

 
 

幡
 神
の
禰
宜
、
主
神
津
 

 
 

 
 

仏
教
儀
礼
を
捧
げ
て
 ぃ
 

 
 

 
 

二
十
四
日
、
大
仏
は
成
 

（
㏄
 

膝
 ）
 

 
 

 
 

金
の
出
土
を
喜
び
歌
っ
 

 
 

 
 

授
け
、
そ
の
他
諸
臣
に
 



 
 

 
 

）
、
太
后
（
光
明
）
も
 行
 

 
 

 
 

舞
 、
久
米
舞
を
奏
せ
し
 

め
た
大
法
要
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

援
助
を
謝
し
た
。
 ま
 

 
 

 
 

こ
の
位
階
は
親
王
に
授
 

 
 

 
 

も
の
で
も
な
い
し
、
 ま
 

 
 

 
 

い
た
の
な
ら
ば
、
ど
 う
 

 
 

 
 

よ
う
な
尊
厳
な
宣
命
を
 

 
 

 
 

北
 洋
神
に
 封
 六
百
戸
、
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
従
っ
て
 こ
 

 
 

 
 

、
 決
し
て
神
を
人
間
と
 

同
列
と
見
て
位
階
を
贈
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
 

 
 

 
 

、
人
間
と
同
列
 と
解
 

 
 

 
 

そ
の
 ょ
 3
 な
考
え
で
 拝
 

 
 

 
 

輿
は
朝
廷
か
ら
丁
重
に
 

 
 

 
 

仏
を
拝
し
た
の
で
あ
っ
 

 
 

 
 

拝
し
た
と
解
す
べ
 き
 で
 

 
 

 
 

で
は
な
い
。
し
か
し
 杜
 

 
 

 
 

」
と
を
 以
 っ
て
、
八
幡
神
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八幡神と仏教との 習合 

  

田 ( 叢 ) 

に た 仰 
示 。 を 聖 
す 奉 文 武   
の仏 盧舎 宇 は たの 
那 由 は 教 
仏 の 、 信 
（ あ 大 御 
修 ら 陸 は 

四 

行 ゆ か   
中 る ら 主 聖 
の 存 渡 と 武         
のと度の 小い）正 宮 仰 
釈 ぅ 、 場 
迦 重 鑑 か 
が 々 真 ら 
田 無 （ で 

ん尺 て の） 唐 あ   
" 法 " て 
」 界 審   
致縁 祥華 
調 起 （ 巌 
和 を 新 経 
し と 羅 の 
て い ） 所 
い て や 説 
る い 義 に 

姿る でが、 滞塞 い 
あ 、 行 て 

っこ塞 ての、 い た 
、 説 良   

こ を 弁 天 
れ 具 で 皇 
が 体 あ の 
蓮 拘 っ 信 

と は が 
註 で こ 大 

仏 2 な ）（Ⅰ）ー 2 ）（ 0 （ 7  （ 十 Ⅰ ） l 4 へⅠ） エ （ へ Ⅰ （ ） エ （ ） ハ Ⅱ ノ （ ） り 71 （ ） 4 （ ムノ ア 1 めこはな 

地 博 一   
  そ の 解 

記衆 二前五字 こ 仙 す 
月評四元 で 教 る 

  

か 男 の六二 武 の き 
ら、 博 条 天 関 な 

Ⅰ 皇 孫 い 
人   0  @, こ こ 
間   仏 つ と 

） え ）） 数倍 2 に与（ 2 （ 工 9 （ Ⅰ 6 記 - ） Ⅰ ハ ， l 0 （ ） リ Ⅹ け （ ⅡⅤ） 允 （ ） M  
同る 同同 丈司何回 
一 "- "- " と の 仰に 乙 天 （Ⅰ ） つろ 

五回 （ 至 三三三 つ 皇朝 
頁じ い や 延 
位   

続 二勝 
て 貴 の 

階を 

一 族 側 
言 の で 

贈 紀 @  ，局主 Ⅱ 刀 - 一 
  触 者 は 
六 - し ね え こ 
    て に の 
  平 ） 一 

わ 
お 基 ょ 

勝 目 

れ 
こ く う 

ムこ 

ぅ も に   。 の 考 
（ 一 四 で え 
  
記 月   

あ て 

七 る い 
四   か た 

  
の 
三万   

セ らか 、 も 
頁 ） そ 知 

れ れ 
程 な 
お い ど 
ろ そ 
< う 

べ と 

ぎ す 
こ れ 



  
 
 

 
 

(a86) 綴 

 
 

 
 

総
国
分
寺
（
東
大
寺
）
が
 

 
 

 
 

華
厳
世
界
の
象
徴
と
し
 

 
 

 
 

願
の
仏
教
儀
礼
を
捧
げ
 

 
 

 
 

っ
 た
か
ら
、
単
に
唐
の
 

 
 

 
 

一
年
二
八
七
五
）
に
造
っ
 

 
 

 
 

上
の
威
力
と
を
唐
に
ま
 

 
 

 
 

困
難
を
克
服
し
て
成
就
 

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

除
去
、
国
家
泰
平
を
 

（
 
I
 ）
 

 
 

 
 

ま
た
大
仏
建
立
の
発
願
 

 
 

 
 

 
 

を
 奉
告
し
た
詔
に
「
 種
 

（
 
3
 ）
 

 
 

 
 

は
 、
仏
法
の
助
げ
に
よ
る
よ
 

 
 

 
 

な
 信
仰
の
立
場
か
ら
、
 

 
 

 
 

、
仏
説
の
和
、
平
等
、
 

 
 

 
 

家
 的
に
盛
ん
に
し
ょ
う
 

 
 

 
 

将
来
し
ょ
う
と
せ
ら
れ
 

 
 

 
 

つ
こ
 
ヰ
ハ
 
。
 

 
 

 
 

し
た
こ
と
も
度
々
 
記
 

 
 

 
 

平
を
将
来
で
き
る
と
い
 

  



    
八 % 神と仏教との 習合  
 

 
 

れ
た
。
神
道
は
大
宝
 元
 

 
 

 
 

一
 さ
れ
て
い
た
の
で
あ
 

 
 

 
 

っ
て
、
な
お
原
始
宗
教
 

 
 

 
 

は
 元
来
排
他
主
義
を
強
 

 
 

 
 

な
 教
義
的
根
拠
を
も
た
 

ほ
こ
ら
 

 
 

 
 

な
謂
経
 儀
礼
と
素
朴
 簡
 

 
 

 
 

と
 一
片
の
祝
詞
 文
 と
は
 

 
 

 
 

度
 に
す
ぎ
な
か
っ
た
 主
 

 
 

 
 

教
義
、
祭
司
者
に
 於
い
 

 
 

 
 

司
 で
あ
り
な
が
ら
熱
心
 

 
 

 
 

宗
教
的
態
度
を
も
っ
て
 

 
 

 
 

い
て
い
た
が
、
唐
の
文
 

 
 

 
 

ホ
教
と
し
て
対
立
し
て
い
 

 
 

 
 

の
 宗
教
的
態
度
を
非
難
 

 
 

 
 

て
こ
れ
を
解
釈
し
た
か
 

（
 
4
 ）
 

（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

は
 対
立
的
態
度
の
あ
っ
 

 
 

 
 

、
全
般
的
に
は
仏
教
が
 

 
 

 
 

経
典
に
あ
る
護
法
の
善
 

 
 

 
 

っ
 づ
い
て
い
た
。
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建
立
す
る
こ
と
に
な
っ
 

（
 
騰
 ）
 

 
 

 
 

る
と
、
神
社
に
附
属
し
 

 
 

 
 

で
き
た
。
即
ち
東
大
寺
 

 
 

 
 

を
 造
ら
な
か
っ
た
我
が
 

 
 

 
 

か
も
こ
の
こ
と
は
大
仏
 

 
 

 
 

ま
た
寛
平
年
代
の
作
 と
 

 
 

 
 

あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
 
朝
 

 
 

 
 

朝
廷
の
崇
敬
は
変
ら
ず
、
 

 
 

 
 

 
 

年
 四
月
に
は
八
幡
大
神
宮
と
称
し
て
い
た
。
（
 

9
 ）
 

 
 

 
 

は
、
 神
が
仏
法
を
守
 

た
笛
 詩
味
 

女
 、
田
 で
あ
っ
た
こ
 

麻
呂
は
除
名
 

（
 
7
 ）
 

と
が
露
顕
し
て
、
 

さ
れ
て
、
社
友
 は
 遂
に
大
仏
開
眼
式
の
翌
々
天
平
勝
宝
六
年
十
一
 

（
 
8
 ）
 

日
向
 国
 、
田
麻
呂
は
多
せ
っ
島
に
配
せ
ら
れ
た
。
 
ま児   
行
信
は
下
野
国
の
薬
師
寺
 

た
翌
 天
平
勝
宝
 セ
 年
三
 旦
 に
 配
せ
ら
 

一
十
八
日
、
 
-
 
ね
 、
 杜
 

八
幡
神
 

 
 

 
 

を
貢
 る
た
め
に
企
て
 

 
 

 
 

び
で
あ
っ
た
に
違
い
な
 

 
 

 
 

天
平
年
中
に
封
戸
一
千
 

 
 

 
 

百
セ
 十
六
戸
の
三
分
の
 

 
 

 
 

な
っ
た
。
 

 
 

 
 

が
 
神
の
代
理
者
と
し
て
大
仏
 

鉾
 

 
 

 
 

 
 



    

八幡神   仏教 
 
  

 合
 

習
 
の
 

  

  

思
わ
れ
る
。
 

五
八
幡
神
の
菩
薩
 号
 

  

(
 
鞭
 
)
 

 
 

 
 

仏
 建
立
賛
助
に
よ
っ
 
窩
 

 
 （

 
5
 ）
続
紀
天
平
神
護
元
年
十
一
月
十
三
口
 

（
 
6
 ）
新
砂
 格
 勅
符
 抄
 

 
 

 
 

心
を
不
安
な
ら
し
め
 

 
 

 
 

姓
を
煽
動
 し
 

 
 

 
 

称
し
て
陰
謀
 

 
 

 
 

禰
宜
宮
司
等
 

 
 

前
後
国
司
天
 加
札
正
 、
 宰
牧
 Z
 務
 、
豊
如
此
 乎
 」
と
あ
る
を
 見
て
も
、
八
幡
 

 
 

た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
 

（
 
8
 ）
続
紀
一
九
 

（
 
9
 ）
 同
 

 
 

 
 

儲
宮
の
条
に
は
「
 婁
 

 
 

 
 

-
 
玄
妙
工
御
座
 

 
 

 
 

る
 0
 し
か
し
 

 
 

 
 

当
の
よ
う
に
 

の
 論
も
あ
る
か
ら
 別
稿
 に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
 

 
 

東
大
寺
要
録
番
一
 

（
 
2
 ）
続
紀
天
平
十
五
年
十
月
十
五
日
の
条
 

（
 
3
 ）
同
天
平
二
十
一
年
四
月
一
日
の
条
 

（
 
4
 ）
文
武
二
年
十
二
月
、
宝
亀
三
年
八
月
、
同
十
一
年
二
月
 

  



  

 
 

る
に
際
し
て
 

 
 
 
 

 
 

臣
 Ⅰ
 
フ
た
 
も
 Ⅱ
り
で
あ
 

ハ
 

が
、
こ
ュ
 に
護
国
思
想
が
強
く
現
わ
れ
て
い
る
の
は
、
 朝
廷
と
の
関
係
を
密
接
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

の
後
、
和
気
精
 麻
 

 
 

 
 

太
政
官
符
に
よ
る
と
 

清
 麻
呂
が
宇
佐
八
幡
神
の
神
託
を
伺
っ
た
時
に
 

大
神
歌
二
目
 威
之
難
 で
当
、
伸
二
仏
力
芝
奇
譚
（
（
中
略
）
 

 
 

 
 

日
工
 
固
 ，
 
社
稜
 万
代
 ハ
 

汝
承
二
此
 青
 -
 
真
。
有
坂
遺
失
（
 

 
 

 
 

合
本
 レ
錯
 ，
押
手
主
日
 

-
 

呂 る 

    

 
 

 
 

神
託
に
 

 
 

 
 

護
し
 奉
る
こ
と
影
の
如
 

（
Ⅰ
 

乙
 
）
 

し
 

@ 

引 逆 に 
牢人 な 
れ 件 っ 
て 妹 た 
口 目   
々 等 例 

えま 守 陰謀に ｜ 

護 を 天 
し 発 平 
奉 て 神 

  
ば 十 
月 
押 入 
三 目 二 日 
ね め 
木 記 
誓 宣 
V=  と 
依稀 
っ す 
て る 
遷 も 
座 の 
て に 
天 
朝 
の 

御 @ 
叩を 

守 
@ 
助 
げ 
奉 
れ 
@ 

今 
も 
又 
五 
が ， 

御 
子 
達 
を 

(3 ㏄ ) 

 
 

 
 

朝
 守
護
を
強
調
す
る
 ょ
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な
っ
た
。
何
故
菩
薩
 

 
 

 
 

い
は
神
 願
 寺
に
拠
っ
て
 

 
 

 
 

は
 、
仏
教
全
盛
の
時
代
 

 
 

 
 

で
あ
る
が
、
仏
の
も
っ
 

 
 

 
 

き
る
。
そ
こ
で
別
当
や
 

 
 

 
 

」
と
に
よ
っ
て
一
層
仏
教
全
盛
 

 
 

 
 

同
調
し
た
の
だ
ろ
う
。
 

 
 

記
 に
あ
る
次
の
文
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

済
 衆
生
「
各
日
，
大
自
在
三
苦
 

  

      
  

  

  

 
 

  

 
 

願
 
寺
と
称
し
た
（
後
に
 

  

  

月
廿
 
八
日
の
条
に
 

  

  

の
奇
 
護
を
頼
ん
だ
と
あ
 

る
 
通
り
、
仏
の
加
護
を
得
て
国
を
守
る
こ
と
を
約
し
、
 

  

で
あ
る
。
当
時
盛
ん
に
 

  

  

て
 
、
護
国
と
い
う
こ
と
 

を
仏
教
的
行
為
に
よ
っ
て
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
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新
砂
 格
 勅
符
砂
中
の
延
 

暦
十
セ
年
 十
二
月
什
一
日
の
官
符
が
あ
る
。
即
ち
 

太
政
官
符
太
宰
府
 

 
 

、
 （
以
下
略
）
 

延
暦
十
七
年
十
二
月
十
一
日
 

 
 

 
 

る
 。
さ
ら
に
大
同
三
年
 

ハ
 
5
 ）
 

セ
月
 十
六
日
の
官
符
に
も
大
菩
薩
の
称
が
見
え
る
。
 

太
政
官
符
 

府
令
国
司
出
納
八
幡
大
菩
薩
 宮
 雑
物
事
、
（
以
下
略
）
 

ま
た
水
鏡
下
、
桓
武
天
皇
の
条
に
 

 
 

 
 

を
 導
く
 、
 名
を
ぱ
太
 

 
 

き
 

 
 

 
 

と
 、
延
暦
二
年
五
月
四
 

 
 

 
 

ど
に
は
八
幡
大
菩
薩
、
 

八
幡
大
菩
薩
 宮
と
 称
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

波
 羅
門
教
の
一
派
で
 

 
 

 
 

し
た
作
用
の
こ
と
で
、
 

（
 
ム
 
u
 
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
在
、
法
自
在
を
得
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八幡神と 仏教との習合 

 
 

 
 

菩
薩
経
の
如
く
 直
ち
 

 
 

 
 

我
が
国
に
伝
わ
っ
て
 い
 

 
 

 
 

別
当
や
社
僧
が
こ
れ
ら
 

 
 

 
 

か
ら
そ
の
名
を
と
っ
て
 鰻
 

 
 

 
 

て
い
る
箇
処
が
あ
る
。
Ⅱ
 

 
 

 
 

る
 

 
 

、
 三
に
は
 智
 自
在
、
四
に
は
 慧
 自
在
な
り
 

 
 

 
 

 
 

具
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
 自
在
と
名
づ
く
 

と
あ
る
。
 

（
 
0
0
 
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
と
を
得
し
む
、
 

足
し
て
 所
欲
無
瞬
 

法
無
擬
智
等
 の
 四
 

て
も
、
 旧
 華
厳
経
 

（
 
7
 ）
 

ま
た
自
在
 王
 菩
薩
経
巻
上
に
は
 

 
 

十
 自
在
を
の
べ
て
い
る
。
即
ち
 

 
 

す
 。
所
謂
衆
生
自
在
、
 
刹
 自
在
、
法
自
在
、
身
自
在
、
 

 
 

足
 れ
を
菩
薩
摩
 詞
 薩
の
十
種
の
自
在
と
為
す
。
 

 
 

説
い
て
、
全
て
百
種
の
自
在
を
出
し
て
い
る
。
 

願
 自
在
、
境
界
自
在
、
 



  

 
 

 
 

は
 仏
、
菩
薩
に
祈
祷
 し
 

 
 

 
 

あ
っ
て
、
奈
良
朝
に
流
 

 
 

 
 

何
れ
も
仏
、
菩
薩
の
も
 

 
 

 
 

め
に
、
こ
の
力
を
仏
、
 

 
 

 
 

菩
薩
と
称
し
た
の
で
あ
 

 
 

 
 

八
幡
神
の
神
威
が
 奔
 れ
 、
 

 
 

 
 

が
 即
ち
菩
薩
で
あ
る
と
 

 
 

 
 

あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
 

 
 

 
 

徳
 を
も
ち
、
護
国
の
威
 

 
 

あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

て
そ
の
供
養
を
 ぅ
げ
 

 
 

 
 

自
在
 王
 菩
薩
と
桁
 

  

府
令
大
神
宇
佐
二
瓦
 口
為
 八
幡
大
菩
薩
宮
司
口
車
、
 

 
 

 
 

E
 、
 吾
 無
量
幼
虫
、
 

 
 

 
 

荘
王
菩
薩
者
 ハ
如
レ
此
 

左
験
不
可
 憐
計
 

と
あ
る
。
 

  

 
 

十
五
日
の
官
符
に
は
 

 
 

載
 弘
仁
十
二
年
八
月
 
佗
 

 
  
 

 
 



  
  

 
 

 
 

博
士
も
同
様
な
意
見
を
 

（
の
に
）
 

 
 

 
 

に
 格
付
け
て
お
こ
う
と
 

（
も
）
 

す
る
意
図
で
、
神
の
地
位
を
軽
視
す
る
も
の
で
あ
る
、
 

 
 

を
 誤
解
し
て
お
ら
れ
 

 
 

 
 

。
菩
薩
は
無
上
菩
提
を
 

 
 

 
 

の
で
は
な
い
。
ま
た
 
神
 

 
 

 
 

」
の
よ
う
な
衆
生
に
対
し
 

 
 

 
 

間
を
越
え
た
存
在
の
観
 

 
 

 
 

の
 経
典
を
読
ん
で
国
家
 

 
 

 
 

ぅ
 の
で
は
な
か
っ
た
。
 

人
間
の
行
 
う
 儀
礼
に
よ
っ
て
神
が
昇
格
す
る
な
ら
ば
、
 

 
 

ど
 低
級
な
る
神
は
な
 

 
 

を
も
っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 功
徳
に
 拾
 い
て
は
 

 
 

 
 

」
と
さ
え
あ
る
。
従
っ
て
 

八
幡
神
の
菩
薩
 
号
 に
用
い
た
「
自
在
」
と
か
「
神
通
」
 

 
 

よ
っ
て
示
現
す
る
 
無
凝
 

 
 

区
別
を
認
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。
 

 
 

 
 

っ
て
い
る
と
か
、
神
が
衆
生
 

 
 

 
 

に
 八
幡
神
を
仏
の
下
位
に
 

格
 

教
 

 
 

 
 

 
 

  



 
 

 
 

国
 霊
験
威
力
神
通
大
昔
 

 
 

 
 

を
 強
調
す
る
こ
と
が
で
 

き
た
の
で
あ
る
。
 

件
 大
菩
薩
、
 是
 太
上
天
皇
御
霊
地
 

 
 

一
年
の
文
書
に
 

 
 

 
 

 
 

の
役
が
北
九
州
に
お
 け
 

 
 

 
 

た
の
で
、
両
社
の
祭
神
 

 
 

 
 

神
 帝
の
御
霊
と
吹
聴
す
 

  

（
Ⅳ
）
 

の
 宇
佐
神
主
 清
 麻
呂
の
解
に
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

る
 神
の
菩
薩
 肯
 は
 殆
ん
 

（
 
騰
 ）
 

 
 

 
 

さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
 始
 

 
 

 
 

菩
薩
 青
な
以
 っ
て
神
仏
 

 
 

 
 

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

理
由
づ
け
る
た
め
に
 

 
 

 
 

%
 仁
 六
年
十
二
月
十
日
 

 
  
 

 
 

を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
 



八幡神と仏教 

  
上 
述 
べ 

ホ， Ⅰ 

通 
@ 

宇佐 結 
八幡 

神 
は 
平 
安 
朝 
初 
期 
ま 
で 
ンブ し   

神 
宮 

寺、 

鎮 
守 
の 

社、 

放 
生 

会、 

竺巨 

薩 
" テ 
等 
の 
    
ヤプ Ⅰ 

於 
い 

て 
仏 
教 
化 
を 
率 
先   
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十
五
日
官
符
所
司
一
八
、
（
㎎
）
記
録
十
三
 

（
 
8
 ）
同
一
 

セ
 春
木
 
セ
一
 

（
 
9
 ）
 同
 三
一
巻
一
六
 

0
 二
 

 
 

一
八
 
セ
 浅
葉
経
、
一
二
一
二
顕
揚
聖
教
論
と
あ
る
。
 

五
）
前
記
八
四
頁
 

う
 ）
前
記
一
八
四
頁
 

総
 ）
八
幡
神
と
仏
教
（
無
尽
灯
 

二
 
0
 の
一
一
）
 

 
 

 
 

、
菩
薩
 

号
 を
つ
け
た
 

当
初
に
 

掩
 い
て
は
こ
の
よ
う
な
思
想
は
見
ら
れ
な
い
。
 

 
 

 
 

日
 の
 
条
 
八
幡
 
人
 

菩
薩
宮
司
…
…
：
、
同
、
弘
仁
十
四
年
四
月
十
四
日
の
条
 

 
 

条
 
八
幡
 
人
 

 
 

 
 

大
菩
薩
 

 
 

0
 号
が
あ
っ
た
。
（
多
産
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
）
 

合
 
の
 
 
 

  

註       
大類統司同人 

幡 
正蔵 衆目 三木 宇 
縫代役 佐 
大楢 紀 宮 
春巻 二 
  

託古 

  且 
セ 集 
九 



  

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
り
、
こ
れ
に
別
当
、
 

 
 

 
 

よ
さ
に
単
に
仏
僧
だ
 

け
 

 
 

 
 

善
之
助
博
士
は
云
わ
れ
、
 

 
 

 
 

斯
様
な
思
想
が
朝
廷
の
 

 
 

思
わ
な
い
。
 

 
 

 
 

業
 
に
価
値
を
与
え
る
 

 
 

 
 

あ
っ
た
。
こ
の
神
が
集
 

 
 

 
 

国
家
の
統
一
に
っ
 

れ
て
 

 
 

 
 

神
に
は
国
家
が
五
穀
 

豊
 

 
 

 
 

を
守
る
も
の
と
し
て
 

尊
 

 
 

 
 

儀
礼
が
成
り
立
た
な
い
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ら
ゆ
る
存
在
の
こ
と
 

 
 

 
 

と
い
う
こ
と
が
屡
々
 

説
 

 
 

 
 

む
し
ろ
神
を
経
典
に
あ
 

 
 

 
 

た
 
。
 
両
 
宗
教
の
関
係
を
 

 
 

 
 

ん
で
国
家
安
穏
を
祈
る
 

  

 
 

 
 

 
  
 
 
 
 
  
 



    
  

  

  

 
 

 
 

な
か
っ
た
。
神
を
菩
薩
 

 
 

と
 同
格
と
見
る
た
め
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

尊
厳
性
を
附
加
し
ょ
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
神
の
来
歴
 や
 

 
 

 
 

を
 高
揚
 し
 、
神
社
を
著
 

 
 

 
 

地
方
で
重
き
を
な
し
た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仏
教
化
し
て
い
た
。
仏
教
 

と
相
侯
 っ
て
各
地
に
広
 

 
 

 
 

と
 社
僧
と
の
間
に
は
 対
 

 
 

 
 

た
か
ら
、
神
仏
の
習
合
 

 
 

 
 

を
 率
先
進
展
さ
せ
る
 結
 

 
 

 
 

、
神
道
と
仏
教
と
に
 於
 

 
 

十
分
に
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

の
 報
告
の
一
部
で
あ
 

胎
る
 
）
。
 

の
 
 
 
教
 
仏
 

 
 
 
 

 
 

(
 
飴
 

神
 
播
 

 
  
 

八
 



 
       

  

  

Ⅰ
存
在
と
時
間
と
自
己
 

 
 

 
 

こ
れ
 有
 な
り
、
有
は
 

 
 

 
 

間
 論
の
性
格
を
基
本
的
 

 
 

 
 

り
 、
存
在
は
時
間
で
あ
 

 
 

 
 

は
あ
り
得
ず
、
存
在
と
 

 
 

 
 

楽
山
の
 言
 
（
有
時
の
巻
 

 
 

 
 

る
あ
り
方
」
で
あ
り
「
 そ
 

 
 

 
 

一
体
に
把
握
さ
れ
る
べ
 

 
 

 
 

と
時
間
と
を
相
即
的
に
 

 
 

 
 

い
 て
如
何
な
る
意
義
を
 

 
 

 
 

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
わ
 

 
 

思
 う
 の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

で
は
な
く
し
て
、
 

 
 

義
 

高
橋
 
賢
陳
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法 住持的とのがるがの の 元 ま々 るあ 格る 策 想 と時きを伎のさ 「 動在 がる誠司「 一あ 

  
す 本性 個 わ の い く か 在 の 離 げ 持 る 、 な 味存   
の な も 態 の か に な 侍 立 て 」と日 の あ 相 い の げ 
法 る の でが ら よ も 間 性 丁 と 時 も る 即 の でな 
（ べ であ そ成 っ な の と 解す を の 。 性 で は の 
存 ぎ あ る れ り て い 住持 さ る 計 を こ か あ な で 
在 は る か で立 物 が 格 間 れ 如 9 把 の ら る く な 

そ は る 存在 の と の 性 い   
の そ の 在 と が す は 格 ぅ 

法れでとい、 と そち は ぅ やば れ元に 来ょ こと 

し れ る 如 こ は 、 が っ で 
て の 。 何 と り 物不 て あ 

  

っ て 在 お 柄 を 一 で こ よ 
て 、 が い を 占 部   と っ 
前 拝 不 て 意 め と 空 と て 
後 在連 も 味 て し 間 な 時 
か と 続 他 す一 て の る 間 
ら 共 で と る つ の 一   が ) 

断 に あ 区 と の 学 部 そ ち 
絶 あ る 別 し 単 元 を こ ろ 
し る が せ て 元 か 占 で の 
て の ら も も で も 有 時 で 
い で ば れ 、 も 成す 間 あ 

  

る 道に自 柄ゐて 的に間 

  
住 住所学 の 個 れ で 性あ 思、 が の 存在れ意 に 

道元の時間論とその 意義 
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時
間
が
区
切
 

あ
る
。
そ
れ
 

そ
の
「
 時
 」
 

は
こ
の
 ょ
ぅ
 

る
べ
き
永
遠
 

そ
れ
は
時
の
 

仏
性
の
巻
に
 

な
位
置
性
と
 

5
 な
永
遠
の
 

と
で
存
在
の
 

第
四
は
 、
 

れ
な
け
れ
ば
 

そ
れ
は
無
我
 

 
 

 
 

」
な
の
で
 

 
 

あ
い
な
 

 
 

 
 

あ
る
の
は
 

 
 

 
 

る
 。
道
元
 

 
 

 
 

着
目
さ
れ
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

」
と
か
、
 

 
 

 
 

の
 よ
 う
 

 
 

 
 

は
こ
の
よ
 

 
 

 
 

と
い
う
こ
 

決
定
が
完
成
さ
れ
る
わ
け
で
も
あ
る
。
 

 
 

 
 

が
 考
え
 ろ
 

 
 

 
 

も
の
で
、
 

 
 

 
 

尽
 十
方
 界
 

（
 
3
 ）
 

 
 

 
 

い
 う
 空
な
る
も
の
の
中
に
 

 
 

 
 

白
菜
で
あ
る
。
か
く
て
 存
 

 
 

 
 

が
 知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

黙
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
 

あ
る
。
存
在
は
空
間
の
中
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
 

 
 

時
間
も
ま
た
無
限
な
る
べ
 

 
 

 
 

後
際
 
（
現
在
よ
り
以
後
）
 

(4 ㏄ ) 



      

    道元の時間論とその 意義 

 
 

 
 

そ
れ
か
く
の
ご
と
し
」
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、
直
接
的
に
は
自
己
と
 

 
 

 
 

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
 要
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
そ
れ
は
存
在
 

 
 

 
 

界
は
成
立
せ
ず
、
個
々
 

 
 

 
 

、
し
か
し
そ
 う
 考
え
る
 

 
 

 
 

の
を
意
味
す
る
な
ら
ば
 

 
 

 
 

り
 」
（
仏
性
の
巻
）
と
か
 

 
 

 
 

わ
 げ
で
あ
る
。
も
し
 

 
 

 
 

が
 濃
厚
で
あ
る
こ
と
は
 

 
 

 
 

存
在
が
自
己
と
一
体
で
 

 
 

 
 

て
は
な
ら
な
い
。
す
な
 

 
 

 
 

融
 即
し
て
自
己
意
識
 内
 

  

 
 

 
 

界
の
頭
頭
物
物
を
時
時
 



  

  

 
 

 
 

頭
人
甘
も
、
す
な
は
 ち
 わ
が
 有
 

 
 

 
 

彼
処
に
あ
る
に
に
た
れ
 

 
 

 
 

去
も
未
来
も
共
に
即
今
の
意
 

 
 

 
 

れ
目
覚
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
あ
る
」
の
で
あ
り
、
 

 
 

従
っ
て
過
去
未
来
と
い
え
ど
も
 

を
 
「
期
待
」
と
い
う
こ
と
 

 
 

 
 

で
な
く
て
は
な
ら
な
 

 
 
 
 

 
 

 
 

げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

 
 

 
 

の
が
そ
れ
で
、
こ
れ
 

 
 

 
 

は
ず
の
時
を
包
蔵
（
 呑
 

 
 

 
 

六
 %
.
 

丈
六
八
尺
の
』
 

 
 

 
 

に
お
い
て
過
去
を
現
在
 

時
に
見
出
そ
う
と
す
る
見
解
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
 

 
 

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 
か
 

 
 

 
 

も
の
と
も
見
ら
れ
る
が
、
 

 
 

 
 

後
述
す
る
実
践
的
自
由
 

 
 

 
 

道
元
の
時
間
思
想
が
現
 

 
 

 
 

的
に
認
め
ざ
る
を
得
な
 

 
 

 
 

 
 

想
 性
格
は
、
し
ば
し
ば
 
駿
 

  

 
 

 
 

 
 

未
来
現
在
，
 

、
（
 

6
 ）
い
く
千
万
な
㈹
 

-
 



 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

そ
の
う
ち
特
に
重
点
 

 
 

 
 

間
の
位
置
性
と
は
、
 

前
 

 
 

 
 

れ
 不
連
続
性
へ
含
め
て
 

  

 
 

ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
 

 
 

 
 

る
か
ら
）
こ
と
か
ら
し
 

 
 

 
 

心
 に
更
に
立
ち
入
っ
た
 

考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

的
な
叙
述
と
し
て
は
 

 
 

 
 

 
 

い
 の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

存
在
は
必
ず
そ
の
時
 

 
 

 
 

り
 立
ち
、
そ
の
ゆ
え
に
 

 
 

る
こ
と
を
知
り
得
た
の
で
あ
る
。
 

二
 、
時
間
の
断
絶
性
と
そ
の
意
義
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と
の
見
解
が
 、
ょ
 9
 強
 

 
 

 
 

ら
な
り
な
が
ら
」
と
 前
 

 
 

 
 

よ
り
も
む
し
ろ
よ
り
 多
 

 
 

 
 

た
 「
有
時
の
経
歴
」
 な
 

 
 

 
 

り
 明
日
に
経
歴
 す
 、
今
 

目
ょ
 り
 昨
日
に
経
歴
 す
 、
昨
日
よ
り
今
日
に
経
歴
 す
、
 

 
 

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
 

 
 

 
 

識
の
自
在
的
性
格
に
基
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
 「
経
歴
」
と
い
う
こ
 

に
お
い
て
経
歴
を
説
く
 

 
 

 
 

従
っ
て
経
歴
と
は
時
間
 

 
 

 
 

に
 応
じ
よ
う
と
す
る
 概
 

 
 

 
 

て
 再
び
経
歴
の
意
味
を
 

 
 

 
 

に
 経
歴
す
る
と
参
学
す
 

（
 
4
7
 

）
 

所
以
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
 連
続
性
を
無
視
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
 よ
り
以
上
に
断
絶
を
 

 
 

 
 

は
こ
れ
で
終
っ
た
 ね
げ
 

 
 

 
 

意
義
が
あ
る
か
、
ま
た
 

 
 

 
 

な
く
て
は
な
ら
な
い
か
 

 
 

 
 

論
 で
あ
る
。
そ
こ
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(
 
田
打
 

)
 

   
 

      

 
 

 
 

断
絶
の
意
味
を
虚
実
の
 

 
 

 
 

時
の
存
在
と
し
て
そ
の
 

 
 

 
 

す
る
こ
と
は
や
が
て
実
践
 

 
 

 
 

も
ま
ず
 繊
 悔
の
意
味
を
 

 
 

 
 

、
道
元
も
そ
の
重
要
性
 

を
 説
く
こ
と
は
特
に
難
声
山
色
の
巻
で
有
名
で
あ
る
）
 

 
 

」
と
な
く
し
て
は
成
り
 丈
 

 
 

 
 

実
に
立
 卸
 し
な
け
れ
ば
 

 
 

 
 

て
 、
ご
ま
か
し
も
利
か
 

 
 

 
 

あ
る
と
す
る
の
が
有
時
 

 
 

 
 

 
 

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
 断
絶
で
あ
っ
て
断
滅
 

 
 

 
 

る
の
で
は
な
く
し
て
、
 

 
 

 
 

あ
る
。
有
時
の
本
来
の
 

 
 

 
 

く
も
の
で
は
あ
る
が
、
 

 
 

 
 

そ
れ
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
も
 

 
 

 
 

的
な
超
越
・
解
脱
の
原
理
と
 



 
 

  

す
べ
て
が
虎
で
は
あ
る
が
、
論
理
的
分
析
に
従
っ
 

で
あ
っ
て
、
そ
の
 各
 時
に
お
い
て
存
在
を
そ
れ
ぞ
 

は
な
い
。
あ
る
時
は
三
頭
入
費
あ
る
時
は
丈
六
八
 

も
 認
め
得
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
が
 有
 
（
 

の
も
そ
れ
と
同
様
で
、
そ
こ
に
有
時
が
現
成
公
案
 

徳
川
、
明
治
は
明
治
と
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
時
に
お
 

に
し
て
滅
す
る
、
み
ん
な
一
時
一
時
で
、
こ
れ
が
 

意
味
さ
れ
る
所
以
の
大
要
は
、
お
 ょ
そ
 伺
 い
 得
 ろ
 

し
か
し
な
お
入
念
に
見
れ
ば
、
右
の
如
き
考
え
 

ろ
ん
前
後
 際
断
 ・
刹
那
生
滅
で
宗
教
的
主
意
は
尽
 

説
明
を
経
な
く
て
は
落
ち
付
か
な
い
も
の
が
あ
る
 

法
位
に
住
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
実
際
と
し
て
は
 

が
そ
の
実
を
断
っ
て
 虎
 と
な
る
に
は
維
新
と
い
う
 

な
く
直
ち
に
断
絶
の
意
義
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
 

の
 宗
教
的
特
質
を
開
示
す
べ
き
所
以
の
論
理
が
潜
 

の
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
現
象
と
し
て
の
 そ
 

れ
ば
自
然
界
に
お
け
る
断
絶
は
因
果
必
然
の
自
然
 

9
 人
為
的
努
力
が
こ
れ
に
あ
ず
か
っ
て
創
造
的
な
 

ぅ
 の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
応
不
合
理
 

 
 

間
は
不
連
続
で
あ
り
刹
那
生
滅
 

 
 

れ
ら
は
当
然
実
在
す
る
も
の
で
 

 
 

を
そ
の
前
後
に
お
い
て
必
ず
し
 

 
 

あ
っ
て
 灰
ネ
 し
な
Ⅰ
 
リ
と
 舌
口
わ
れ
る
 

（
 
0
0
 

）
 

 
 

趣
き
を
例
示
し
て
、
徳
川
は
 

 
 

ゆ
え
 を
「
虚
に
し
て
現
わ
れ
 虚
 

 
 

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
 虚
 と
し
て
 

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

す
わ
げ
に
は
行
か
な
い
。
も
ち
 

 
 

と
し
て
は
、
そ
の
間
に
媒
介
的
 

 
 

は
灰
 と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
 

 
 

を
 媒
介
す
る
の
で
あ
り
、
徳
川
 

 
 

だ
は
 何
等
触
れ
ら
れ
る
こ
と
 

 
 

」
 そ
 超
越
・
解
脱
・
脱
落
な
ど
 

 
 

し
て
は
質
を
異
に
す
る
二
 つ
 

 
 

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
何
と
な
 

 
 

界
 に
は
自
由
意
志
の
介
入
が
あ
 

 
 

為
 世
界
と
を
区
別
な
く
取
り
扱
 

 
 

に
 考
え
れ
ば
真
意
を
誤
り
恵
壬
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道元の時間論とそ 

に す （ 
居 る こ ま 
ら も こ た は ず 徳 、 ので に注 
決 な 意 川 
断 い な 明 
し と 要 治 
て い す ） 
決 ぅ る な 
断 こ こ ろ 
な と と 人 
忘 で は 事 
れ あ 、 界 
る る そ と 
の 。 れ を 
趣 む が 同 
ぎ し 自 尊 

に説 を言 大 る 法 然 
う い 爾 く 
の に と 所 
で 決 し 以 
あ 断 て が 
っ を 目 あ 

  
  

  
  
な 力 味 

  

 
 

 
 

然
 現
象
で
は
な
い
が
、
 

義
 

 
 

 
 

」
に
薪
炭
な
る
自
然
界
と
生
死
 

  

  

 
 

 
 

 
 

 
 

由
 に
お
い
て
見
出
す
べ
き
も
の
と
思
 

う
 の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

和
合
で
あ
る
が
、
そ
の
 

 
 

 
 

必
然
（
後
述
す
る
如
く
 

、
 

 
 

 
 

合
し
さ
え
す
れ
ば
必
然
 

 
 

 
 

の
 断
絶
に
は
、
上
述
の
よ
 

 
 

 
 

し
ば
抵
抗
が
感
ぜ
ら
れ
 

 
 

 
 

定
 し
た
も
の
し
Ⅰ
は
号
目
え
 

 
 

 
 

志
 が
交
錯
 

し
 、
先
覚
 

 
 

 
 

あ
る
。
人
間
世
界
の
現
実
 

 
 

 
 

し
そ
の
決
断
や
努
力
に
 

 
 

 
 

決
断
も
努
力
も
最
初
か
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尽
有
 
は
っ
ら
な
り
な
が
ら
時
時
で
あ
 

も
の
な
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
 

く
 、
道
元
の
時
間
論
が
意
識
的
性
格
に
 

も
 可
能
な
の
で
あ
り
、
心
理
的
自
由
が
 

殺
 も
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
因
果
は
 

現
在
性
と
そ
の
意
義
 

-
 
る
 。
換
言
す
れ
ば
存
在
は
連
続
し
っ
 っ
 

そ
の
因
果
と
は
実
は
因
果
が
在
る
の
で
 

ら
な
い
。
因
果
を
も
っ
て
認
識
の
た
め
 

お
い
て
説
か
れ
る
所
以
も
ま
た
是
認
 せ
 

実
現
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。
存
在
は
 

認
識
の
型
で
あ
り
形
式
で
あ
る
か
ら
、
 

 
 

し
 

 
 

る
 

 
 

な
 

 
 

越
 

 
 

抹
 

 
 

て
 

 
 

、
こ
こ
に
お
い
て
も
思
い
合
わ
 

衝
動
・
欲
望
・
感
情
等
）
に
委
せ
る
の
で
な
く
し
て
、
 あ
く
ま
で
習
 う
 の
で
あ
り
習
練
 

 
 

り
も
、
む
し
ろ
自
然
の
如
く
で
 

 
 

じ
な
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
 

 
 

進
 と
い
う
内
容
的
実
質
が
な
く
 

 
 

。
換
言
す
れ
ば
、
実
の
実
た
る
 

 
 

れ
は
実
践
的
自
由
と
し
て
次
に
 

あ
る
の
で
）
 に
よ
 る
も
の
と
称
す
べ
 き
 も
の
で
あ
る
。
 た
だ
そ
の
実
践
な
る
も
の
が
、
 

 
 

せ
る
趣
き
の
も
の
で
あ
っ
て
 、
 

す
べ
て
は
一
如
の
世
界
と
言
 い
得
 べ
き
も
の
で
あ
る
。
 換
言
す
れ
ば
、
実
に
し
て
 虚
な
 

 
 

結
局
そ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
 

 
 

さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
自
己
を
自
然
性
（
本
能
・
 

す
る
の
で
は
あ
る
が
、
た
だ
そ
れ
に
抵
抗
を
感
じ
 

あ
り
自
然
と
一
如
の
世
界
に
悟
入
し
た
境
地
で
あ
 

。
そ
し
て
、
そ
こ
に
ま
た
実
に
し
て
 
虚
 な
る
所
以
 

て
は
、
勝
義
に
お
い
て
超
然
た
る
を
得
ず
、
そ
の
 

に
 基
づ
い
て
こ
そ
虎
が
成
り
立
っ
の
で
あ
り
、
 
ま
 

論
考
す
る
所
で
あ
る
が
、
実
際
は
不
離
の
関
係
に
 

抵
抗
か
ら
脱
落
し
て
い
る
こ
と
（
そ
の
点
が
心
理
 

そ
こ
に
至
っ
て
は
実
践
も
脱
落
も
同
時
で
あ
り
、
 

る
ゆ
え
に
 畢
克
 空
で
あ
り
、
差
別
に
即
し
て
平
等
 

の
で
あ
る
。
 

穏
 

 
 
(
4
1
 



 
 

 
 
 
 

  

  

  

道元の時間論とその 意義  
 

 
 

そ
れ
に
よ
っ
て
把
握
し
 

 
 

 
 

要
す
る
限
り
は
因
果
を
 

 
 

 
 

違
約
如
意
識
を
言
 う
 の
で
 

 
 

 
 

で
も
あ
る
。
か
く
て
 意
 

 
 

 
 

可
能
で
あ
る
。
因
果
の
必
 

 
 

 
 

特
性
に
生
き
る
所
に
自
 

 
 

 
 

根
拠
な
る
こ
と
が
知
ら
 

れ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

在
 に
集
約
し
て
考
え
 

 
 

 
 

る
こ
と
に
着
目
し
た
い
 

 
 

 
 

理
 的
な
る
の
ゆ
え
に
 意
 

識
 性
の
範
囲
を
出
な
い
か
ら
当
然
言
い
得
る
こ
と
で
、
 

 
 

に
は
相
違
な
い
の
で
あ
る
 

 
 

 
 

ぇ
 断
絶
に
も
ま
た
が
っ
て
 

 
 

 
 

特
色
付
げ
ら
れ
る
二
方
 

 
 

 
 

自
由
な
る
も
の
は
、
ど
の
 

 
 

 
 

は
 自
然
界
に
お
い
て
も
 

 
 

 
 

い
て
で
あ
り
、
自
然
界
 

 
 

 
 

味
 に
お
け
る
自
由
（
 過
 

去
 的
な
必
然
に
対
し
て
は
超
越
が
自
由
を
可
能
に
し
、
 

 
 

に
そ
実
践
的
自
由
で
あ
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(412) 60 

性 べの と と 末次れい意か 言 し き の が な っ 

      
い と の ら よ に 対 っ 得 お が れ る 方 で一 明 煮 に   
  は 保     

え る て そ よ 一 の い 侍 る 所 そ   
兄 山 
も と 

わ 果 

も 絶 

が こ 

と 

サナ し ン ァ Ⅰ 

ま は   



  
 
 

  

  道元の時間論とその 意義 
  

 
 

 
 

る
こ
と
は
出
来
ず
 

、
ま
 

 
 

 
 

る
 
。
人
間
も
自
然
的
存
 

 
 

 
 

を
 
必
然
的
に
受
け
る
 

 
 

 
 

 
 

し
ろ
そ
の
因
果
律
の
ゆ
 

 
 

 
 

性
 
に
意
義
が
生
じ
て
く
る
 

 
 

 
 

れ
る
べ
 

き
 
も
の
と
言
っ
 

61@ (413) 



  
  

  
  

  

 
 

 
 

の
 原
因
に
 よ
 る
も
の
で
 

 
 

 
 

あ
り
、
し
か
も
偶
然
が
 

 
 

 
 

逆
 方
向
の
流
れ
の
会
合
す
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
 

 
 

 
 

え
に
超
越
に
 よ
 る
心
理
 

的
 自
由
の
意
義
と
価
値
と
が
あ
る
の
で
も
あ
る
。
否
、
 

 
 

然
と
 偶
然
）
 に
 対
処
し
 

 
 

 
 

遊
離
と
な
る
か
ら
）
 人
 

 
 

 
 

実
践
的
自
由
の
根
拠
た
る
 

 
 

思
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 二
つ
を
挙
げ
る
こ
と
 

 
 

 
 

証
 一
等
と
は
 証
 得
を
未
来
 

 
 

 
 

新
し
く
 仏
 因
を
選
ぶ
 所
 

 
 

 
 

己
を
実
現
す
る
の
が
 修
 

 
 

 
 

釆
へ
の
連
続
性
を
即
今
 

 
 

 
 

ぎ
 思
想
で
な
く
て
は
な
 

 
 

 
 

完
全
に
否
定
し
尽
し
た
 

り
、
 X
 は
そ
れ
を
無
視
し
ょ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
 

 
 

か
ら
、
や
は
り
道
元
 と
 

 
 

 
 

超
え
る
所
以
が
あ
る
こ
 

 
 

 
 

あ
る
が
）
。
「
大
乗
実
教
 (414)@ 62 



道元の時間 諦 

  

とその森 券 

    
6  5       

  

檜牡 義年 ふ暴昌鷺怯字 
  

  

 
 

 
 

く
は
ず
の
思
想
性
格
で
 

あ
る
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

を
 邪
見
と
し
て
退
け
、
 

 
 

@
O
 

 
 

 
 

春
 と
知
り
、
 
茂
盛
 

 
 

 
 

の
ご
と
し
、
 

 
 

 
 

得
し
や
す
い
 

で
あ
ろ
う
。
 

 
 
 
 

 
 

の
の
あ
り
な
し
を
 そ
 

   
 

 
 

」
と
に
よ
っ
て
超
え
る
の
 

 
 

 
 

話
 の
 巻
 ）
で
、
 

修
証
一
 

 
 

 
 

て
ほ
 な
ら
な
い
。
か
く
 

  

 
  
 

 
 

 
 

㏄
 

  



 
 

 
 

明
言
し
て
い
る
。
 

 
 

究
 紀
要
」
 
第
セ
集
 
）
参
照
。
 

 
 

 
 

冗
の
時
間
思
想
に
お
 

い
 

 
 

 
 

な
ら
な
い
。
何
 

 
 

 
 

る
こ
と
が
意
図
 

 
 

 
 

主
体
的
な
現
在
と
し
て
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
 ず
る
も
の
の
 



  

先
づ
 、
そ
の
 祀
二
 0
 

之
 六
一
神
女
桐
の
項
に
 、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぎ
 
ぬ
い
た
も
の
で
あ
る
 

 
 

 
 

要
と
 、
 白
湖
廟
碑
を
 

宋
会
要
に
見
え
る
 嫡
祖
 の
記
事
 

 
 

 
 

て
 忽
ち
金
箆
 的
 航
海
 

 
 

 
 

が
 進
ん
だ
の
に
も
 よ
る
 

 
 

 
 

ぬ
 る
こ
と
を
見
逃
が
す
 

 
 

 
 

料
 と
し
て
 嫡
祖
 信
仰
の
 

消
長
を
解
明
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。
 

李
 

障
 

献
 

    
  

  

 
 

仰
の
発
達
 

  

  

(416)@ 64     



宋廷 の 封 賜から見た 

な 白 女 例 

い有廟 こ 封 へ は 
と 」 」 最 
ュ の の 後 
推注 前 の 
祭文 へ 「 
せに 末乾   
よ て き 年 

5 。 8 名人戸 を・ ニ 
略 れ 加 

しち たが 討 
の っ 普 
で た 佑 
あ も 眞 

っ てと 0 人 ピ 
、 思 、 
記 は の 

事ね のる 」 句 、 
作 。 は 

  

  
と「 大本酒 順 
差 廟 神 

@65  く 4 Ⅰ 77) 

  篆祖 信仰の発達 

廟 年 な 
神 に い 宋 
卒 業 。 会 
に 福す要 
入 を な に 
れ 加 わ 載 
ら 討 ち せ 
れ さ 、 ら 
た れ 神 れ   
  

  
  
  、 に と 

  
 
 

 
 

し
て
 ぬ
 る
の
が
見
え
る
が
、
次
に
そ
れ
 

を
 批
判
す
る
。
 

  

 
 

 
 

加
封
霊
恵
 ・
 昭
血
 

 
 

人
 。
 

ま
た
、
 祀
二
 0
 之
 五
一
張
太
師
桐
の
項
に
 、
 

在
 福
州
 福
清
煉
 。
：
：
一
往
蒲
田
螺
 岩
 浸
出
征
八
 %
 ）
 

 
 

加
封
妙
蕪
 二
字
。
 

（
 
甫
 ）
 

 
 

 
 

三
十
年
十
二
月
謝
 威
 

 
 

宗
 乾
道
三
年
二
月
 加
 封
 侯
禧
 ・
 
妙
底
 ・
 
普
佑
 真
人
。
 

そ
れ
か
ら
 禧
 三
一
之
三
一
順
 
済
 廟
の
項
に
 、
 

 
 

 
 

恵
 ・
昭
恵
・
集
福
天
 

 
 

 
 

・
 
顕
 忠
衛
 妃
 。
 



 
 

 
 

し
て
賜
っ
た
こ
と
を
 示
 

 
 

 
 

げ
 
「
 
賜
額
順
潜
 」
の
件
を
 

は
じ
め
て
「
 

順
済
 

」
前
額
 

を
賜
 

p
 
た
経
緯
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
だ
け
の
問
題
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

諸
資
料
と
対
比
し
、
 

 
 

 
 

明
 練
思
に
引
く
程
 端
学
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
 抜
か
し
た
も
の
と
す
 

べ
く
、
 嘉
 宗
元
年
の
「
 顧
 忠
衛
 妃
 」
と
い
ふ
対
抗
 も
、
 

 
 

も
う
 。
ざ
っ
と
見
て
も
 

  

 
 

 
 

に
 合
は
ぬ
 し
 、
 検
鋪
の
 

 
 

 
 

と
す
べ
ぎ
で
あ
ら
う
。
 

 
 

 
 

、
紹
興
四
年
に
霊
 恵
 
㏄
 

 
 

 
 

助
順
妃
 、
 嘉
 宗
元
年
に
紺
 

癩
 忠
衛
 妃
 に
加
 封
 さ
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
書
い
て
ゐ
る
。
 

 
 

封
が
 紹
興
四
年
十
二
月
 

 
 

 
 



    
  

 
 

 
 

廟
 
が
な
か
っ
た
の
で
、
 

 
 

 
 

い
る
の
疑
問
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
 

考
 

へ
て
見
 

た
 
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

 
 

セ
の
 
「
 
鬼
 
兵
匪
 
國
 
、
神
女
 

護
使
 
」
の
條
に
 

、
 

 
 

 
 

降
干
措
 

、
女
流
域
 

済
 
。
 
使
還
 
奏
聞
、
特
 

賜
廟
號
 

「
 
順
漕
 
」
。
 

 
 

 
 

る
丁
 
佑
佳
の
 

順
済
 
聖
姫
 

廟
記
 
に
ち
、
 

 
 

 
 

奏
於
朝
 

、
 
錫
廟
額
 

日
 「
 
順
酒
 
」
。
 

 
 

 
 

は
馬
 
祖
の
霊
験
 

譚
 
と
し
 

 
 

 
 

詩
に
、
 

発
 
 
 

聞
利
澤
至
 

今
在
、
千
里
 

危
桔
 
一
信
風
。
 

の
 

 
 

 
 

護
 
以
外
に
な
い
の
と
、
 

襖
鋪
 

居
白
 
湖
 
面
 
鏡
鯛
 
海
之
濱
 

、
 
服
 
朱
衣
布
護
鶏
林
 

之
使
 
。
 

ら
見
 

 
 

 
 

公
度
の
生
存
年
代
と
宣
 

私
 
と
 

 
 

 
 

に
 
詳
し
か
 

ろ
 
べ
き
は
ず
な
の
 

側
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と と 発 ら と 
ヱ 瓦 書 っ憾 た。 いと てあ 二   

  
る 一 る 即 た 人 と 帰 府 同 あ 、 る 六 通年 招     

  
セブ し 

ケ "  し ""- 一 
ら 

日 、 ら し 焼 夷 舎 @   
ま 

    
田 

不札仕 

  

い て で 望 て 児 真 玉 の 
っ 「 途 見 一一 、 に 王侯 直 

  
八 「 月莞 一 、 和 幸 

生 皮 海 航 秀 四 王 
舟 皿祀れ 。 の 湧 消 豆 州   

  の 風 、 択 出   

@ 破 舟 況 
ち に 揖 に   

七 遇 振 っ な ぜ 四 弔 

  

  



  

宋廷 の 封 賜から見た 鷹祖 信仰 0 発 3% 

  

% 高 
例 麗 

  
  
建造 通三 一十 
  
先 の 
期 項 
委 に 
福   
建 
市 
漸 
監 

  
客 
舟 

4421 

 
 

 
 

 
 

嘆
 神
と
は
福
州
奉
 答
里
 

梁
 充
塞
：
三
山
 志
巻
八
 に
よ
る
と
、
 

 
 

長
子
。
乾
符
 中
 、
 

 
 

演
撰
 。
本
朝
官
 整
 

 
 

 
 

 
 

て
友
 恕
 し
た
対
象
は
 、
 

 
 

東
海
南
君
 か
 、
使
者
が
 

 
 

ま
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
 

 
 

あ
た
る
の
は
、
除
脱
 の
 

 
 
 
 

廷
 

 
 

 
 

 
 

Ⅴ
 
ァ
 し
 

請
祷
す
る
の
を
何
と
し
て
ゐ
る
 梅
 苓
の
霊
感
観
音
 か
、
 
も
 

 
 

地
 

 
 

祈
 

 
 

 
 

こ
と
 云
ふ
 ま
で
も
な
 

 
 

 
 

を
 否
定
す
べ
 き
 で
 な
 

の
は
当
然
で
あ
ら
う
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

折
籠
 至
哉
 。
 

比
考
使
事
芝
打
、
第
二
 舟
至
 黄
水
芹
中
、
三
相
 並
折
 。
 

 
 

然
 、
福
州
 演
煥
神
 

前
期
穎
果
。
 故
 足
日
挽
碓
 危
 ：
 猶
 能
見
 他
柁
 。
焼
場
、
 復
傾
揺
如
故
 。
 又
 充
書
複
方
達
明
 州
定
海
 。
 

亦     い い 



 
 

 
 

コ
 一
十
四
日
し
 

済
 。
」
と
 賜
 額
を
八
月
の
こ
と
ュ
明
示
し
て
ゐ
る
が
、
 

 
 

着
し
た
の
で
、
 定
海
か
 

 
 

 
 

し
て
、
 順
潜
 廟
号
 と
路
 

 
 

め
 る
。
果
し
て
さ
 ぅ
 で
あ
ら
う
か
。
 

 
 

 
 

出
る
時
の
こ
と
を
 述
 

べ
て
、
 

 
 

 
 

ね
 。
 

 
 

 
 

 
 

和
 五
年
八
月
 賜
額
順
 

 
 

通
有
風
濤
 之
変
 、
 因
商
之
 喜
頓
神
風
鬼
。
 

が 、 

天 
女己 

宮碑 

集丘 
巻文 
五荘 
公 

ケア ヒ 
  

  

 
 

 
 

建
 人
の
舟
師
は
航
運
上
 

 
 

Ⅴ
 
ブ
目
、
 

 
 

 
 

底
如
 一
人
、
 則
能
 

清
英
。
 

 
 

 
 

な
っ
て
乗
り
こ
む
こ
と
 

 
 

 
 

外
 な
か
ら
 ぅ
 。
第
二
 舟
 

 
 

 
 

彼
ら
が
遭
難
の
際
に
な
 

 
 

 
 

の
 研
究
に
著
名
な
五
泊
 

 
  
 

 
 
(
4
2
 



    

宋廷 の 封 暢から見た馬 祖 信仰の発達 

        

  

 
 

 
 

 
 

 
 

、
解
発
の
日
に
も
、
 
別
 

 
 

 
 

自
ら
三
節
人
を
率
ひ
て
 

 
 

 
 

る
が
、
出
発
の
と
 ぎ
 の
 

 
 

 
 

口
 謝
恩
を
し
た
は
ず
で
あ
 

 
 

 
 

の
 琉
球
冊
封
使
ら
が
、
 ぃ
 

 
 

 
 

の
効
 雲
を
 讃
 へ
る
と
 共
 

 
 

 
 

ま
れ
る
こ
と
も
多
い
の
 

 
 

 
 

允
廼
 三
韓
に
 使
 ひ
し
 、
 

 
 

 
 

定
 海
の
広
徳
王
 桐
 に
つ
 

 
 

と
き
記
事
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

増
王
號
 。
 詔
 加
功
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
 道
士
を
置
き
、
大
観
 

 
 

 
 

た
そ
う
に
、
専
ら
高
麗
 

 
 

 
 

護
 し
た
に
よ
る
こ
と
 疑
 

 
 

 
 

す
る
疑
問
は
自
ら
成
立
 

た
な
く
な
ら
う
。
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と る 止   し 

へ 

打 と 月 

を禁 界隈 二十 永陽 

ナ， Ⅰ 

  

宜 銅 れ 
ム 鐸 よ 

十 @ 

萬 と 

守 縞 し 
入 ナ， Ⅰ 
洋 よ 

  切 し 

禁止 

舟 を 
重 信 
風 へ   急 、 て 

ゐ 

 
 

 
 

こ
と
を
警
戒
せ
れ
ば
な
 

 
 

ハ
 
紹
興
二
年
五
月
ロ
壬
午
、
 
詔
乏
 混
住
山
東
者
行
軍
法
。
 

 
 

、
 則
棉
工
 ・
 
柁
師
 

悉
 烏
賊
 用
 。
故
君
 是
旨
 。
 

 
 

 
 

て
 山
東
へ
の
渡
海
を
禁
 

 
 

 
 

を
 考
へ
る
に
、
当
時
 

  

五
 %
 夫
人
」
を
 加
封
 さ
れ
た
 紹
 典
の
情
勢
 

(4i 互 44 Ⅰ 7
2
 



  

 
 

頃
 に
 、
 

高
宗
紹
興
二
十
六
年
十
月
謝
 
霊
 恵
夫
人
。
 

 
 

 
 

封
霊
 恵
夫
人
。
」
と
あ
 

 
 

 
 

州
 軍
籍
境
内
神
祠
、
 略
 

 
 

 
 

く
べ
さ
 勲
功
が
書
か
れ
 

 
 

 
 

霊
 恵
夫
人
。
」
と
あ
る
 

 
 

 
 

治
 福
建
通
志
 蛸
駐
 0
 に
 

 
 

 
 

或
は
明
確
な
霊
験
事
跡
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

要
の
神
女
桐
の
項
に
見
え
る
、
 

 
 

の
 

（
阻
い
）
 

 
 

 
 

「
紹
興
三
十
年
 
加
封
妙
底
 。
」
 

 
 

 
 

の
で
、
江
口
の
桐
 
廟
に
 対
し
 

 
 

れ
を
紹
興
面
子
の
次
に
 
、
 

ら
 
 
 

 
 

空
中
、
風
輪
両
夫
。
川
上
 
蕨
事
 、
加
 封
昭
蕪
 。
 

 
 

 
 

風
濤
煙
霧
、
競
演
 
就
獲
 。
泉
州
㈱
 

 
 

 
 

い
 る
が
、
多
分
下
話
 の
 「
通
化
 

  

た
の
は
そ
の
た
め
と
解
せ
ら
れ
よ
 う
 。
 



  

  

  

  

  

  

  

 
 

あ
ら
う
。
 

 
 

 
 

海
戦
は
名
高
い
。
 建
 

 
 

 
 

議
造
舟
 …
・
・
・
・
辛
目
 

秋
 、
 

 
 

 
 

膠
 四
県
石
臼
 島
 。
 時
 、
 
虜
 

 
 

 
 

皆
以
 錦
繍
恭
之
。
…
 實
 

 
 

 
 

0
 献
 議
 に
よ
っ
て
船
舶
 

 
 

 
 

あ
る
。
そ
の
舟
師
は
 、
 

 
 

 
 

巨
海
、
 備
衆
 市
隠
 多
 。
 

 
 

 
 

陳
俊
卿
が
 閻
魔
の
 舟
 

 
 

 
 

わ
か
る
。
 淳
 堅
二
四
 志
 

版
籍
 類
 五
の
海
船
戸
の
項
に
 、
 

 
 

 
 

二
千
四
百
三
十
四
 

 
 

 
 

二
 一
十
一
年
 
営
 番
船
 

 
 

安
之
 役
焚
虜
船
 六
百
錬
 隻
 。
同
所
 募
 首
領
 多
獲
 奇
功
。
 

 
 

 
 

活
躍
す
れ
ば
、
そ
の
 保
 

護
神
も
 一
役
演
ず
る
の
は
 営
然
 で
あ
ら
う
。
 

 
 

 
 

二
三
提
出
し
て
置
く
 

と
 、
 苗
田
 止
草
 巻
セ
 「
 
鬼
 其
体
 國
 」
の
項
に
 、
 

 
 

 
 

陣
 。
 遂
 大
捷
。
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  賜から見た馬 祖 信仰の発達 

  r     

  

0 日 

  

。 江     
一， と 

肩 が 

  か   

と 斎 流 可 成 将 ら そ 
し 集 縦 。 海 自 丁 の 
、 十巻大 慶 鰍禾 丑 ぅ 
そ 四四目 舟 船 君 の ち   

席 賦 馬 兵 乙 廟 
ほ ほ 之 駐 女 友 と 

。 中 綿 び 霊   底 流 注 同 鹿 

神
張
梱
 、
三
園
 呉
 将
也
。
…
：
 宋
 塵
袋
闇
米
 石
之
戦
 、
 

 
 

之
 従
軍
者
、
得
 其
 

 
 

 
 

る
 所
が
あ
る
が
、
い
ま
は
 

問
 は
ぬ
 じ
 

 
 

ァ
し
 

Ⅴ
 ㍉
 

 
 

 
 

表
 々
着
地
。
 

 
 

 
 

。
蔵
鋒
 披
擁
 、
牢
籠
 

獲
救
 。
 援
 供
米
 石
 、
神
典
有
力
 焉
 。
 

蘭
書
 註
踊
誌
 泉
州
 府
 忠
宏
 県
 、
青
山
霊
 踵
廟
に
、
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桐 と て 海将 と と 

な あ 孝 
ぎ 

重 神官 あ 乞 振 あ 三 界 膠嫡 
る る 孝 宗 
項 。 宗 朝 

  

な う   霊も言 ' 視に 大東にあ 

  
  是 は 文   時衆 敵 

神 り 、 i.l 通 

  

れ で 自 も 。 市 進   船 首 社   國 ; 十 
有 時 人 
助 祭 に   突 。 殊贈 。 封 

セ ぃ 祖 別 手 開 紋 下 記 

    
    照 ・ る 

さ 東 ら 之 廟   高 明   
海 賊 

れ海 て 之な れ   其施 已   
ゐ 神 か 金 工 封 租 
る な っ 山 果   籠 舎 
の ど た 日 

、 一巻 で ム の 禾 。 

そ 第 、 か は 万 一   
ね め 一 タ 
に 浮 

封 皆 
、中 原則 ふ一 水大 一 

加 蟻   
へ 妃   字 分 



  

ら
 

 
 

 
 

 
 
 
 

封
 

 
 
 
 

の
 

 
 

 
 

監
 。
海
賊
 姜
 大
 猿
冠
 泉
南
。
 
杵
 

見た馬租借・ 仰の発達 

「 は と う 寧 集福 い 済 順 何で   
神 に の か 井 仁擬 丈、 加対 頃に 今 ど 
淳 さ こ ら せ 
照 れ の な ら 
十 た 封 い れ 
二 の 賜 以 さ 
年 は が 上 ぅ   

、 一月 し 宋 ： 書か、 刊 。 、 ナカ 

加 舎 れ 桁   

    

つ 在 」 
て り が 
ゐ 所 丁 
た と 記 
の に と 
は あ 蛆 
事 ま 坤 
実 り す 
で 狂 る 
あ な の 
る 見 を 
。 出 措 
さ く 

ぬ と 
宋 し 
全 て 
要 の、 も 
日 l 
自 記 
湖 と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
居
民
 掘
斥
歯
 、
甘
泉
湧
出
。
 飲
 着
丈
 癒
 。
」
と
し
、
 ま
た
「
 又
海
 適
作
 乱
 、
 

 
 

 
 

で
あ
る
や
 う
 に
繋
げ
て
 

 
 

 
 

廟
を
去
る
こ
と
文
絵
」
 

 
 

 
 

 
 

化
府
 竜
田
魁
の
条
に
 、
 

 
 

 
 

が
で
き
た
こ
と
を
記
し
、
 

つ
 ど
け
て
、
 

 
 

 
 

絡
緯
。
朝
飯
 タ
癒
 。
 

梵
 森
井
、
 號
聖
泉
 。
 郡
 以
聞
、
加
 封
 景
福
。
 



    

 
 

 
 

に
ょ
 

れ
ば
、
 

 
 

之
即
獲
 

。
 
封
霊
恵
 

・
 
昭
底
 

・
集
福
・
書
札
夫
人
。
 

 
 

 
 

よ
く
見
る
と
、
「
 

越
十
有
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
ま
、
 

 
 
 
 

 
 

随
膚
 

陣
容
。
宗
英
 

状
 
、
 
聞
 
千
両
朝
。
男
爵
 

以
妃
 

、
 
号
霊
恵
 

。
 

 
 

 
 

煕
 
三
年
改
封
 

霊
恵
妃
 

。
」
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賜
 
封
 
 
 
廷
 
宋
 

    ら 見た 

    

    嫡祖 信仰の発達  
 

清
之
 愈
 甘
雨
。
 紹
 堅
二
年
 特
封
霊
恵
妃
 。
」
と
あ
っ
て
 
淳
煕
 の
 加
討
 と
同
様
 

 
 

 
 

る
 ま
 い
か
 。
（
元
妃
 顕
 

 
 

詔
も
吹
に
引
く
の
と
 
違
ひ
 、
 信
遇
性
 は
な
か
ら
 
ぅ
 。
）
 

 
 

 
 

霊
恵
 ・
 
昭
志
 ・
 
崇
福
 ・
 

善
 利
夫
人
 封
霊
恵
妃
 」
に
 、
 次
の
ご
と
く
あ
る
。
 

 
 

 
 

宜
 車
乗
 飾
 、
廟
食
魚
影
。
 

 
 

 
 

祈
昭
答
 、
 遂
超
侯
國
 

 
 

、
 益
利
吾
民
 。
 

 
 

 
 

の
ご
と
き
を
除
け
ば
、
 

 
 

 
 

の
 勅
で
は
「
 白
湖
 に
居
 

 
 

 
 

捕
へ
る
の
も
、
 鯨
 海
の
 

 
 

 
 

混
一
帯
の
静
 誼
と
 舟
師
 

 
 

 
 

十
王
 古
博
 に
も
「
 又
定
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

侯
 、
高
射
 
公
 、
次
 
封
 

 
 

 
 

神
 、
 思
禧
有
序
 。
 

健
之
。
 

 
 

 
 

が
な
く
、
 却
て
 同
六
年
㈹
 
 
 

 
 

 
 

高
位
の
封
 号
 に
な
る
の
 
的
 

  



 
 

  

 
 

 
 

封
 年
代
を
書
落
し
た
 

が
 、
 丁
 佑
佳
：
 
順
酒
 
聖
姫
 
廟
記
 
に
は
、
 

康
元
成
年
 
ん
抽
萌
 
閏
刑
 
部
苦
雨
 
。
竜
二
包
有
 

請
於
神
 
、
 

 
 

神
著
嫉
霊
 

、
霧
降
 

 
 

 
 

別
々
に
し
た
 

程
記
 
を
誤
 

 
 

 
 

安
志
 
増
比
順
潜
 

聖
姫
 
廟
 

 
 

、
 次
の
封
 
放
 か
ひ
か
れ
て
ゐ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
 几
以
為
 
民
泊
 
膿
異
 

皆
 廟
食
。
 
夫
 、
生
 

 
 

 
 

摩
 折
本
 
窓
 。
 朕
惟
望
 

恩
 、
 以
 水
蕨
 
祀
 。
 

勅
丈
 
に
は
「
 
助
順
 
」
 加
 封
の
句
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
 

 
 

聞
達
 
ひ
 た
か
ら
 
ぅ
 。
 程
 

 
 

 
 

「
持
刀
 

接
閲
冊
 
舟
師
 
平
 

 
 

 
 

「
 
且
く
 
年
あ
り
て
」
と
 

 
 

 
 

げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
 

 
 

 
 

よ
っ
て
案
出
さ
れ
た
も
 

  

で 

嫡 
祖 
が ， 

  
後 ・ お 
[@  Ⅰ 、 、 

お て 
け 如 
6  個 
妬 に 
祖 重 
の 視 
武 さ 
臆 れ 
と た 

加 封 か 、 
そ 
れ 
ヤブ ヒ 

よ 
  
て 
も 
もま 

  

知 
@ 

得 
ら 
れ 
る 

( ㎎ 2)  80 



宋廷 の 封 賜から見た馬 祖 信仰の発達 

い 白 田 る に 准 神 程 と 

  

  

爾 は は 封年衛 は は 遂 に 

花 %E 」 

神 @ 
為 後 と 

膠 ヤし な 舟 
悉 る 
  就 の   

      

ヤプ L 

  

郡 

  も 苗 あ 午 て 見 た 

81  ( め 5) 

 
 

 
 

神
風
見
暁
雲
中
、
 

 
 

「
 
恵
 」
は
 街
字
 で
、
実
は
「
 顕
衛
 」
を
封
ぜ
ら
れ
た
の
 で
あ
る
。
こ
れ
が
 丁
伯
桂
 

順
酒
 皇
妃
 廟
記
 の
い
は
ゆ
る
 、
 

 
 

 
 

顕
 忠
衛
 妃
 。
 

 
 

こ
、
 

ャ
 

 
 

の
も
っ
け
加
へ
て
置
く
。
）
 

の 
と 

思、 
十ま 

れ 
る 

 
 

 
 

Ⅱ
 
原
 

  



 
 

 
 

ム
に
 
始
め
て
 
苗
 田
か
ら
 

 
 

 
 

が
 多
か
っ
た
の
に
、
 

威
 

 
 

 
 

当
 る
だ
げ
に
 

柳
か
 
不
思
 

 
 

 
 

項
の
外
は
却
 

て
 準
拠
す
る
も
の
が
な
 

 
 

山
桐
、
 若
為
萬
弩
射
 同
者
。
天
子
驚
異
、
 錫
妃
嘉
號
 。
 

 
 

 
 

て
 、
 程
端
学
 の
震
怒
 廟
 

 
 

 
 

 
 

あ
っ
て
、
 艮
 山
桐
に
お
 け
 

 
 

妃
廟
 ハ
記
 ロ
の
 
一
文
に
見
え
る
、
 

  

江
 ・
漸
で
の
頼
ま
と
末
末
の
 果
封
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

祷
雨
 と
な
っ
て
ゐ
る
が
 

 
 

接
 に
は
こ
の
件
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 加
 封
を
列
挙
し
て
あ
る
。
）
 
）
（
 

蚊
 

 
 

 
 

 
 

霊
慈
廟
記
 に
は
「
 嘉
 

 
  
 

着
陸
 枝
 奏
聞
、
：
：
裏
庭
十
年
伽
英
利
 之
號
 。 

  



宋廷 の 封 賜から見た 媚祖 信仰の発達 

託 た と ゐ し れ 喜 介 も と と と 

る か の き た は 多 あ 、 な已 つ 宝 
。 實 ど 侍 佑 

  

ぃ 祐 陽 慶 

加 
封 域 結 願   
の 、 る な己     

す る 宋朝 怒涛 る 
妃の 。 も 
四 の 
年 を 

で 劉 封 摘 
霊 託 

年女年自 志 す 
た の 

授亭 の 嘉宅 で し 書   た い 
れば、 協正 ・ 

た 正 室   と て 士 暴 " 
と 妃 が 恵、 
ぽ、 。 奏 べ た   き か 慈 
は れとし 」 請 て と づ の 部 の 酒 
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祖
の
南
宋
に
果
し
 

 
 

 
 

か
を
充
分
看
取
せ
ら
 

 
 

 
 

れ
た
と
さ
れ
、
 廟
額
 

 
 

 
 

す
る
そ
う
に
な
っ
た
 

 
 

 
 

か
け
た
の
は
 営
然
で
 

 
 

 
 

が
 下
っ
た
が
、
そ
れ
 

 
 

 
 

と
 明
ら
か
に
な
る
が
 

 
 

 
 

っ
て
促
進
せ
ら
れ
る
 

と
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
 一
文
は
追
 
て
 御
批
判
を
仰
ぐ
つ
も
り
で
あ
る
。
 

      は     な れ た 

  
    

 
 

 
 

か
ら
「
 都
巡
君
 亡
卒
 

 
 

 
 

、
全
軍
を
撃
退
し
た
 霊
 

 
 

 
 

（
 
旗
織
 」
と
敷
桁
し
て
の
 

 
 

 
 

加
対
 さ
れ
た
に
つ
い
て
 

 
 

 
 

田
 県
の
長
義
義
 血
廟
話
 

 
 

 
 

川
神
（
 嫡
祖
 ）
と
協
力
 

 
 

 
 

の
を
認
め
ら
れ
た
事
実
 

は
 否
定
す
べ
く
も
た
か
ら
 ぅ
 。
 

( 妓 ) 解 



旧約聖 妻 における漂泊の 意義 

 
 

旧
約
聖
書
に
お
 け
る
漂
泊
の
意
義
 

植
田
重
 
雄
 



  

 
 

 
 

ぢ
の
父
 ダ
ビ
デ
が
歩
め
る
 

 
 

 
 

ラ
エ
 ル
の
王
位
を
か
な
 

 
 

ノ
 六
も
同
じ
）
 

 
 

 
 

と
 一
致
す
る
対
語
で
 

 
 

 
 

一
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
 

 
 

 
 

「
神
と
と
も
に
歩
む
」
と
 

 
 

が
で
き
る
。
 

 
 

の
ご
と
く
、
「
歩
む
」
行
為
に
は
当
然
「
 道
 」
が
示
さ
 れ
る
。
 

 
 

 
 

風
味
を
も
つ
動
詞
 形
ダ
 

 
 

 
 

方
 、
生
き
方
を
も
意
味
 

 
 

 
 

兄
弟
た
ち
を
送
り
去
ら
 

 
 

 
 

」
と
が
同
一
話
で
表
現
 

 
 

味
 あ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
 よ
う
 。
 

 
 

 
 

し
な
ん
 ぢ
 の
神
た
る
 

 
 

 
 

給
 わ
ん
」
（
中
大
 ノ
 九
）
 

 
 

 
 

ま
 よ
 う
 」
と
か
、
「
 
歩
 

 
 

 
 

実
際
の
道
ば
か
り
で
な
 

 
 

 
 

「
 
道
 」
（
同
二
五
 
ノ
一
 0
 ）
 

 
 

 
 

請
用
い
る
。
さ
ら
に
こ
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て に と Ⅰ の   

味 」 レ 、 に 国 た ア ら 

な な 民 「」 し 

の 

いでにとし オ 

  ヰブ ヒ 

っ派 

    

見 あ 「   

し l い を と 留 た   
旧約聖書における 漂泊の意義 

そ の う ち ギ 値 ぅ 
ら 漂 な れ り 所 意 イ 
く 泊 冒 て シ は 識 ス 
旧 さ 除 い ヤ 見 は ぅ 
約 も 遍 た の 当 、 ェ 
聖 知歴 。 場 ら 文 ル 
書 っ の し 合 な 化人 
は て 説 か で か に は 
合 い 話 し も 。 飽 漂 
日 な を 他 旅 し 満 泊 
わ い も 面 の か を を   

れ の い 聖 を の る ょ 
の こ な 書快 点 近 う 
手 と い の 適 に代 に 

にはしななつ しわ、 かもいに 八把 握 
石 れ ギ に の て お し   
文 が ャ ビ 考 約 の た 
献 旧 の 戸 え 堅 み で 
以 約 ォ 二 て 書 成 あ 
休 め デ マ い だ り ろ 
に は、 ュ の な げ 立 ぅ   
く 察 ア   

訪 え ま メ 快 げ は 分 

話にた 群注ゲュ シ なにいを 嫌はわ 解 
が 目 ル 」 わ ゆ の 方丈 

存してのしかるし 在なソよ いな 旅、 
し げ の う 苦 い そ 愉 
て れ 拝 に 痛 。 の 楽   

に も の の ち の の え 
し な 類 功 た 仙 楽 る 
て い な 名 行 の し も 

も点 、 で い心為諸 英をと民をで さの 
こ あ 雄 も し 族 表 あ 
わ " る 栄や て と 現 る 
は 。 光す 考 く し と 
推 お 化 ょ え ンこ た い 

荻 捧 9 、 



  
      

土 ま 一 国 ゴ 神 族 は こ ろ は で き さ 定 
昂ヤで 三に モ のにま袖標そのったあ るれ と   

し ん で 

前 サ て 

の 

。 続 

は 問 

ソ   
の 父 

と の 

く を 
の 去 

  
を パ 

もっ 体 いわて 

と し の そ れ 
た ァ 
の う め て 表合セな 
ち ん 

再 逃 」 こ れ の ス る   と に た 叙 う い 
  心 音 が に び る お い神 。 事 ェ は 

の め 
も の     

て   

  ヤ ェ 創 孫 ソ を 出 じ 格 
ジ ""- 

る 
  は ド 出 て の 
    把   
v ァ し プ ト 五地 / の ふ " て " 親 握 、 い 泊 の で 様 
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旧約聖 害 における漂泊の 意義 

  

 
 

ト
に
 漂
泊
す
る
。
し
か
し
彼
の
予
言
 

 
 

ヘ
ブ
ラ
イ
人
は
こ
こ
に
寄
留
す
る
こ
と
に
 

 
 

の
 イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
漂
泊
の
萌
芽
を
 

 
 

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

 
 

意
義
を
も
つ
も
の
ほ
 
、
ヱ
 ジ
プ
ト
よ
り
 

 
 

き
 い
ら
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
は
紅
海
の
 

 
 

イ
ス
ラ
 ヱ
ル
 の
契
約
に
入
る
。
シ
ナ
イ
山
 

 
 

市
 で
定
め
ら
れ
 々
 、
荒
野
で
 授
 げ
ら
れ
た
 

 
 

都
市
を
去
っ
て
全
く
 
聖
ぎ
民
 と
な
っ
て
 、
 

 
 

く
に
旧
約
聖
書
の
重
要
な
部
分
を
占
め
て
 

 
 

り
 、
な
ん
 ぢ
ろ
 は
わ
が
民
と
な
ら
ん
。
 
わ
 

 
 

る
 者
な
り
」
と
の
べ
て
い
る
。
 
全
 イ
ス
ラ
 

 
 

。
そ
し
て
こ
れ
を
終
始
導
い
た
の
は
神
で
 

受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

き
 手
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
一
層
 
つ
 

 
 

に
 立
っ
て
」
 す
ュ
 み
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
た
 

 
 

民
族
の
行
く
べ
 き
 道
を
示
し
た
と
記
し
 

 
 

道
を
心
に
留
め
よ
。
 
そ
ほ
 な
ん
 ぢ
 を
苦
し
 

 
 

人
は
 パ
ソ
 の
み
に
よ
り
て
生
く
る
に
 

の
 脱
出
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
こ
と
は
 

奇
蹟
を
 3
 け
た
の
ち
、
荒
野
へ
と
漂
泊
 

の
 契
約
を
へ
レ
ニ
ズ
ム
の
 ブ
イ
 一
ロ
 一
 

か
を
自
負
を
も
っ
て
語
っ
て
い
る
。
 

は
じ
め
て
神
の
律
法
が
与
え
ら
れ
た
の
 

い
る
。
レ
ビ
 記
 二
六
 ノ
 一
二
で
は
「
 わ
 

れ
は
な
ん
 ぢ
 ら
の
神
、
主
、
な
ん
 ぢ
ら
 

エ
 ル
の
部
族
の
漂
泊
を
と
お
し
て
、
 神
 

あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
こ
れ
を
心
よ
り
 

よ
く
確
認
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
 実
 

め
に
「
戦
い
」
、
子
を
抱
く
よ
 
う
 に
彼
ら
 

て
い
る
。
「
な
ん
 ぢ
 ら
の
神
、
主
が
四
 

め
、
 試
み
、
な
ん
 ぢ
 の
心
の
う
ち
を
 知
 

あ
ら
ず
、
主
の
口
 2
9
 出
づ
る
み
言
葉
 

は
 エ
ジ
プ
ト
の
 機
 鮭
を
救
い
、
さ
ら
に
 

な
る
。
 

な
す
も
の
で
あ
り
、
素
朴
な
形
態
で
は
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に
よ
り
て
生
く
る
こ
と
を
な
ん
 ぢ
 

練
し
拾
う
 こ
と
を
心
に
留
め
よ
。
 

こ
こ
に
新
約
聖
書
の
イ
ェ
ス
の
 四
 

「
：
：
な
ん
 ぢ
 を
 導
 ぎ
て
、
 か
 

な
ん
 ぢ
 の
た
め
に
堅
 き
右
 よ
り
 水
 

に
は
さ
い
わ
い
と
な
さ
ん
た
め
な
 

ね
 。
な
ん
 ぢ
 は
な
ん
 ぢ
 の
神
、
 主
 

だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
た
 

直
ち
に
赴
か
ず
、
四
十
年
荒
野
を
 

底
 的
に
試
煉
 と
 苦
難
を
体
験
さ
せ
 

か
っ
た
。
こ
の
「
漂
泊
」
こ
そ
 イ
 

し
か
し
な
が
ら
荒
野
の
漂
泊
は
 

己
 の
 民
 と
し
、
契
約
の
地
に
向
 わ
 

ぅ
 と
し
た
の
で
ほ
な
い
。
は
じ
め
 

し
た
。
 出
 エ
ジ
プ
ト
 記
 、
申
分
詞
 

あ
る
。
い
 
い
 か
え
る
な
ら
ば
、
 
荒
 

た
 。
そ
れ
は
「
な
ん
 ぢ
 」
と
「
 わ
 

い
う
こ
と
が
じ
つ
は
神
と
人
間
の
 

っ
て
ゆ
く
こ
と
、
神
か
ら
は
な
れ
 

 
 

る
ご
と
く
、
な
ん
 
ぢ
 の
神
、
主
も
な
ん
 
ぢ
 を
 訓
 

な
ん
 ぢ
 の
神
、
主
の
教
え
を
守
り
、
そ
の
道
に
歩
み
、
 

主
を
恐
れ
よ
」
（
中
入
 
ノ
 二
六
）
、
わ
れ
わ
れ
は
 

 
 

た
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

さ
 そ
り
の
い
る
水
な
ぎ
 
乾
 け
る
地
を
過
ぎ
、
 

 
 

た
り
。
 そ
 は
な
ん
 ぢ
 を
苦
し
め
、
試
み
、
つ
い
 

 
 

き
 に
 ょ
 り
、
こ
の
吉
田
を
得
た
り
 

ロ
と
 誇
る
な
か
 

 
 

も
し
 ヱ
 ジ
プ
ト
に
お
け
る
圧
迫
か
ら
の
解
放
 

 
 

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
約
束
の
地
力
 
ナ
ソ
 に
 

 
 

。
こ
の
「
漂
泊
」
は
神
が
 
へ
 ブ
ラ
イ
民
族
に
徹
 

 
 

に
ほ
こ
の
苦
難
の
道
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
 

 
 

え
 よ
 う
 。
 

 
 

確
 な
目
的
が
あ
っ
た
。
神
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
 
自
 

 
 

ゆ
え
、
無
慈
悲
に
漂
泊
の
苦
難
を
体
験
さ
せ
よ
 

 
 

神
と
は
 何
 ん
で
あ
る
か
を
知
ら
し
め
よ
 
う
と
 

 
 

守
り
、
「
そ
の
道
を
歩
む
」
こ
と
を
 
迫
 る
神
で
 

 
 

置
き
換
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
体
験
で
あ
っ
 

 
 

「
神
と
と
も
に
歩
む
」
「
神
の
前
に
歩
む
し
 

と
 

 
 

地
楡
で
も
 転
意
 で
も
な
い
。
交
わ
り
は
神
に
向
 

 
 

格
 的
な
表
現
で
あ
る
。
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一
 一
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
 守
ハ
ビ
ロ
 

ニ
七
Ⅰ
ハ
 

ツ
 

 
 

 
 

の
 大多
数
の
民
が
 

バ
ビ
 

 
 

 
 

へ
の
帰
還
を
許
さ
れ
た
 

 
 

 
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

は
わ
れ
わ
れ
は
想
像
も
 

 
 

 
 

ぃ
 。隠
れ
た
教
団
組
織
が
各
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
 
イ
 ザ
ヤ
 
や
四
 
0
 章
 以
下
㎝
 

 
  
 

 
 

イ
 ブ
 ー
ダ
ー
 
?
 Ⅰ
 

 
 

 
 

も
ち
、
モ
ー
セ
は
「
 主
 

 
 

 
 

、
こ
れ
ほ
人
格
的
交
わ
 

 
 

 
 

な
く
、
「
探
究
す
る
」
 

 
 

 
 

る
 」
こ
と
と
し
て
表
象
 

 
 

篇
や
ヨ
 ブ
記
に
お
い
て
は
さ
ら
に
一
層
明
瞭
で
あ
る
。
 



 
 

 
 

り
 西
よ
り
、
ま
た
ス
 エ
 

 
 

 
 

こ
 。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
 

 
 

 
 

び
の
旅
を
想
 い
浮
 べ
て
 

  

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
 
ぎ
 つ
 
ぎ
と
帰
還
の
 

よ
る
 

 
 

  

る
 
。
（
民
敏
 

紀
略
に
モ
一
 

 
 

  

Ⅰ
 
曲
 
Ⅰ
 
笘
締
ぎ
日
 

曲
に
 

凹
ォ
 

）
の
 

通
 

 
 

  

も
 
用
い
て
い
る
 

俺
 
）
 砂
 

 
 

  

い
た
表
象
で
あ
ろ
う
。
 

て
 
現
実
へ
食
い
入
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
 

 
 

  

り
 
集
め
、
「
神
の
し
も
 

 
 

  

な
し
、
か
わ
け
る
地
を
 

  

  

懸
 
、
唐
松
を
置
く
」
（
 

同
 

 
 

 
 

フ
ェ
ル
に
飲
ま
せ
る
の
と
 

 
 

  

返
さ
れ
る
。
「
わ
れ
は
、
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旧約聖書における 漂泊の意義 - 

奇 し @   
ま 、 「 総 容 作 ェ 後 お と ソ 正和 光 も よ き 記を 

ずこ 、 こ 第にが者 二も飛の か サ は 帰ろな ど はににをを 帰あ 告主 ろ の りお 主 とやる 録知   
ビ と 」 元 い お で ェ て 前 を かき 、 ケ た シ し で 
戸 お の の る い の ル 生 v こ 見 にお そ ダ た オ て き   
因 る 「 旅 づれ 旅 仁 こ ち な こ を海 の 海 え く か 
2 節 主 を く た を 入 は て り と 仁 治 住 と る 、 し 

    

ス 

  

の 

  

  

で   

ある 

    る ひ 集 に も 異 / 「 れ を 云 と 呼 好 む 。 と 
と こ ろ め 多 記 国 一 か て 合 う づ び と う き 

の 
そ 
の   
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に
 
行
き
、
イ
ス
ラ
エ
ル
 

  

  

同
じ
よ
う
に
イ
ス
ラ
 

ェ
 

  

  

さ
 い
だ
き
、
そ
の
ふ
と
 

 
 

  

き
び
し
い
神
で
は
な
く
 

  

  

よ
 
り
解
放
し
た
の
は
 

ヤ
 

 
 

  

を
 
導
く
も
の
は
、
イ
ス
 

 
 

い
る
。
 

  

  

あ
っ
た
の
で
あ
り
、
 

  

  

た
 
。
 ヤ
 
一
ハ
 
ヴ
ヱ
 
の
み
 

で
 
語
ら
れ
て
い
る
。
 

  

  

  

  

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
 

主
 

で
あ
が
な
っ
た
の
は
 

救
 

 
 

  

た
め
、
わ
れ
を
腹
中
の
 

  

 
 

帰
還
の
歓
喜
は
、
そ
の
ま
 

  

 
 

に
 
融
 
け
 
合
っ
て
い
る
。
 

 
 

  

強
烈
な
神
の
竜
生
心
の
統
 

  

本
数
 

的
 
思
惟
の
特
質
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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（
 

 
 

 
 

容
 
と
な
っ
て
い
っ
 

 
 

 
 

表
 
5
 
。
彼
ら
そ
の
悩
み
 

 
 

 
 

ぬ
只
 

諒
一
 

0
 
七
ノ
三
｜
 

 
 

 
 

漂
泊
の
意
味
を
も
も
っ
 

 
 

る
の
ほ
 

き
わ
め
て
自
然
な
思
惟
方
法
で
あ
る
。
 



  
  

 
 

 
 

時
代
の
作
品
で
は
な
い
 

 
 

 
 

禁
を
行
 
う
 べ
し
」
（
 

二
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ね
 」
（
 
詩
 五
五
 
ノ
 一
四
）
 

 
 

 
 

に
 同
 5
 な
り
」
（
同
一
一
 

 
 

 
 

よ
 り
悲
し
み
歩
む
や
。
 

 
 

 
 

至
ら
せ
 結
 え
」
（
 同
四
 

 
 

を
 指
す
。
詩
篇
編
纂
の
時
代
に
は
「
 
都
ま
う
 で
の
歌
 」
（
の
 
ト
 
「
 ゴ
笘
 
日
の
目
。
 

巴
テ
 
）
 ぶ
か
 

 
 

 
 

）
と
く
漂
泊
者
行
宮
）
 

 
 

 
 

め
た
表
白
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

ご
と
く
、
漂
泊
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

っ
て
い
る
。
 

 
 

  

を
 
超
え
て
人
間
の
希
 

 
 

 
 

も
ろ
の
あ
か
し
を
守
り
、
 

  

 
 

教
え
に
も
と
づ
く
漂
泊
、
 

 
 

  

導
き
、
生
命
に
意
義
を
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旧約聖 宙 における漂泊の 意義 

囲 ㏍ 朝 

 
 五
 

 
 

 
 

 
 

し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
 

 
 

 
 

を
 ほ
ぽ
推
定
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

巡
礼
者
た
ち
は
歓
喜
 
し
 

 
 

 
 

天
と
 地
を
造
り
拾
い
 

 
 

 
 

見
よ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
 

を
守
る
者
は
ま
ど
ろ
む
こ
と
な
く
、
眠
る
こ
と
な
し
。
 

 
 

蔭
 な
り
目
許
一
二
」
 

 
 

 
 

は
宜
ロ
べ
ね
 

ち
 エ
 ル
 サ
 

 
 

 
 

ム
よ
、
 
も
ろ
も
ろ
の
 

 
 

 
 

の
た
め
に
平
安
を
祈
 

 
 

 
 

ヒ
と
 」
（
諒
一
一
二
 

フ
一
 

@
4
 

Ⅰ
 
上
、
 

/
 ）
 

 
 

 
 

み
 喜
び
と
な
っ
た
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
愛
 と
正
義
の
神
に
た
 

 
 

 
 

で
は
「
な
ん
 
ぢ
 の
定
め
 

 
 

て
い
る
。
 



 
 

  

  

  

  

  

  

  

 
 

  

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

為
の
中
に
表
白
し
ょ
う
 

 
 

 
 

。
無
論
「
歩
む
」
と
い
 

 
 

 
 

づ
 ねる
」
「
求
め
る
」
等
 

 
 

 
 

と
い
う
語
は
他
の
言
葉
 

 
 

 
 

と
い
う
意
味
に
も
な
り
 

 
 

 
 

の
 「
心
を
づ
く
し
思
い
 

さ
 

 
 

 
 

則
し
な
が
ら
、
し
か
も
 

 
 

 
 

っ
て
漂
泊
は
英
雄
的
な
 

 
 

 
 

ぃ
 
づ
れ
も
そ
の
苦
難
の
 

体
験
と
し
て
民
族
の
歴
史
に
深
 

い
 
意
義
を
あ
た
え
た
。
 

 
 

民
族
だ
け
が
味
わ
っ
た
 

 
 

 
 

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
観
点
 

 
 

 
 

な
 意
義
を
つ
か
み
と
っ
 

た
 彼
ら
の
深
い
宗
教
意
識
の
態
度
が
問
題
に
な
る
。
 

 
 

 
 

泊
は
神
が
イ
ス
ラ
 

ェ
 

 
 

 
 

喜
び
が
与
え
ら
れ
、
 

悩
 

 
 

っ
て
漂
泊
（
巡
礼
）
は
「
敬
虔
な
歩
み
（
 

旅
 ）
」
宮
口
生
日
 

轟
 す
こ
と
し
て
反
省
 

さ
 

 
 

 
 

い
 
合
っ
て
い
る
も
の
、
 

9
8
 

く
劫
 
)
 



旧約聖 吉 における漂泊の 意義 

  

  

 
 

す
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
人
間
の
現
象
体
験
に
 

 
 

を
 「
尋
ね
求
め
る
」
漂
泊
と
し
て
把
握
、
あ
る
 

ぃ
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A View cn the Seicnce of Religion in America - 

J. Mitsuo KITAGAwA 

The Syncretism of Hachiman-gcd 

Kenryo TAKEZONO 

and Buddhism 

In the Nara period, the eighth century, Hachiman-god, the most noted. 

Shinto god in Kyushu district, took the lead in syncretizing with Buddhism- 

on account of erecting Jinguji temple to hold the Buddhist ceremony before 

god, going up to Nara, the capital, and staying there to guard Todaiji, , 

the central cathedral, and being called Bodhisattva to spread his dignity. 

Then he became a Buddhist-Shinto deity and played a great part in the  

later history of the nation, being regarded as next importance to the Sun- 

goddess. 
In the beginning of the Heian period, he was welcomed at Iwashimizu 

near Kyoto, the new capital, by a Buddhist monk and the Buddhist temple 

for Hachiman god was erected in which Buddhist ceremony was served. 

Thus he was warshipped all the more as a Buddhist-Shinto deity by t&e  

court and Iwashimizu Hachiman Gfi was flouri'shed as a Buddhist-Shinte 

temple to the nineteenth century. 
Further in the twelfth century, when the military government of Minab 

mot0 was established at Kamakura, he was worshipped as the tutelary g d  

of their clan. Since then the god has become the chief patron of military 

men and been received by the feudal lord in every prefecture. Therefore 

the spread of Hachiman worship developed the syncretism of Shinto and 

Buddhism, and men regarded other gods as Buddhist- Shinto ones and Buddhist 

tempIe was erected at almost every shrine. 
At last the relation of Buddhas and gods was interpreted in thelterrn of: 

the Tendai and Shingon doctrines, Buddhas were called "Honji" or the  

eternal beings and gods "Suijaku" or his manifestations.. The theory of 
this relation is called Honji-Suijaku theory which completed the syncretism 
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-of two religions, and still remains in the heart of the Japanese people . 

notwithstanding the separation of the ~ e i j i  Government. Thus we may say 

that Hachiman god got the slart of the syncretism of both religions. 

Dogen's Theory of Time and its Significance 

Masanobu TAKAHASHI 

This study treats of Dogen's theory of time. The central thesis is that 

.discontinuity and presence form the fundamental characteristics of Dogen's 

theory of time and that they afford an theore~ical foundation to the 

.a psychological freedom and the practical freedom. 

The Development of " Ma-tsu" worship (&t[LB {Q) 
of Sung age in China 

LI HSIEN-CHANG 

. This paper describes the first part of the auther's thesis-The development 

and decay of "ma-tsu" worship in China by analizing the dynastic pseudonyms 

and feuds bestowed by His Majesty-. In the first year of Yiian-yu, Goddess 

"ma-tsu" originated "ma-tsu" belie6 in Ning-hai districts of Pcu-tcien. And 

in the fifth year of Hsiian-h& when the ship of Kao-Ii messengers of Lu 

.Yiin-ti met with a disaster on a voyage, the seamen of PCu-teien offered 

prayers to Goddess "ma-tsu" whom they had usually believed in. And that 

seamen were saved from the disaster by Goddess "ma-tsu". For this deeds 

Goddess "ma-tsu" was given the tablet "Shun-Chi" of mausoleum by the 

imperial court. This was the first occasion that "ma-tsu" began to be re- 

cognized in public. I dealt with the problems of the dynastic pseudonyms and 

. feuds bestowed by His Majesty in South Sung age, by using chiefly many 
materials about "ma-tsu" and criticizing these materials-"Sung-hue-yao", 

b b L ~ ~ - y a ~ ' s " r  "Hung Ling-hui-fei", "Pcu-tcien pi-shih", "Ting po-kueics", 

"Sheng-fei miao chi","Hsien-chci chih","ChCeng Tuan-hsiiehcs" and "Ling-tni 
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' miao-chi". According to these*documents, after the Hsiian-h2 age this worship . 
was not diffused widely because of government prohibition on the sea, but in 

F 

the twenty-sixth year of Siao-hsing Goddess "ma-tsu" was set up at last 

her, honorable pseudonym "Lin-hui fu-jen" by the imperial court. After 

this Goddess "ma-tsu" worked many kinds of miracles in the naval battle 

of Chiao-hsi and in the battle of defence at Tscai-shih, and in Bcu-tcien 

&tricts many new shrines of "ma-tsu" worship were built one after a t h e r .  

Moreover the imperial court of Sung was in need of seamen's cooperatkm 

for the sake of the defence against the Chin army, so to this guardian 

Deity "ma-tsu" of seamen the imperial court gave a feud and added the 
other honorable psedonyms-"Chao-ying", "Tsung-fu", "Shan-li". Thus , 

in the beginning of Shao-hsi many small shrines of "ma-tsu" worship were 

built also in Chiang-ssu, Chie-chiang districts of China. In the fourth year 

of Shao-hsi Goddess "ma-tsu" was set up the great honorable pseudonym 

"Ling-hui-fei" and successively was added the other honorable pseudonyms 

"Tsu-shun", "Hsian-wei", "Ying-lie" and "Chia-ying" by the age of 

Chia-hsi. Especially in these pseudonyms it is significant that "Hsian-wei" 

was given to "ma-tsu" in recognition of Goddess' services which had helped 

the Sung army, when the Chin army invaded He^-fei in An-hui in the age 

of Kai-hsi. After the age of Shao-hsi Goddess "ma-tsu" was given frequently 

many honorable pseudonyms by the imperial court for the sacred miracles in 

this worship, and it seems that these matters were reflecting the unstability 

of Chinese political conditions at that times. 

I analized these objective and historical backgrounds of real matters in 

"ma-tsu" worship regarding each dynastic pseudonym and feud bestowed by 

His Majesty, by using many kinds of materials and also tried to make the 

reciprocal relationship clear, between the dynastic pseudonyms and feuds and 

the development of "ma-tsu" worship in .China. 
I 



On the Meaning of the Wandering in the 
Old Testament 

Shigeo UEDA 

The ancient Hebrews were normaden as other Semites. It is natura! that 

they had many normadic ideas. In this article I have treated to analyse 

ancient Hebrew mind according to the Old Testament as follows: 1) especiall~ 

Hebrew language-Analisis, hiilak, darak, 'Oreh, and ger etc., 2) patriarcal age, 

Wandering-type, Abraham, Jacob, Joseph, 3) Exodus, Deuteronomy, 4) 
abylonian Captivity, 5) the song of priglimage ip psalms. 

And thus ancient Hebrew Wandering was an Experience of suffering 

in search for God and also of going with God. 
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